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午前１０時００分 開会

◎開議宣告

○議長（古舘繁夫君） おはようございま

す。

ただいまの出席議員は１３名であります。

定足数に達しておりますので、これから平成

２４年第２回美幌町議会定例会第２日目の会

議を開きます。

─────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（古舘繁夫君） 日程第１ 会議録署

名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１１８条の

規定により、３番早瀬仁志さん、５番中嶋す

み江さんを指名します。

─────────────────────

◎諸般の報告

○議長（古舘繁夫君） 諸般の報告を行いま

す。

諸般の報告については、事務局長から報告

させます。

○事務局長（高坂登貴雄君） 諸般の報告を

申し上げます。

本日の会議につきましては、お手元に配付

しております議事日程のとおりであります。

朗読については、省略させていただきま

す。

次に、地方自治法第１２１条の規定に基づ

く出席説明員につきましては、第１日目と同

様でありますので、御了承願います。

なお、沖田教育委員会委員長、本日午後か

ら３月１９日まで欠席の旨届け出がありまし

た。

以上で、諸般の報告を終わります。

─────────────────────

◎日程第２ 一般質問

○議長（古舘繁夫君） 日程第２ 昨日に引

き続き一般質問を行います。

通告順により、発言を許します。

５番中嶋すみ江さん。

○５番（中嶋すみ江君）〔登壇〕 おはよう

ございます。

本日は３点について質問させていただきま

す。

１点目エコチル調査、子供の健康と環境に

関する全国調査における妊婦さんへの参加協

力推進についてであります。

子供の健康と環境に関する全国調査エコチ

ル調査が、昨年８月以降から２０１３年まで

に誕生する赤ちゃんと母親を対象に本格的に

始まっております。学校保健統計によります

と、ぜんそくの子供の数は２０年前に比べ３

倍から４倍にふえており、また、ダウン症候

群や水頭症などの先天性異常の子供が産まれ

る頻度は、１９７０年代後半に比べ、２００

０年から２００４年の間には約２倍にふえて

おります。こうした変化は、子供の妊娠成長

期に取り込む化学物質が、神経発達、免疫、

アレルギーなどの構造に大きな影響を与えて

いるからではないかと指摘があり、そこで化

学物質を初め遺伝、生活習慣などの環境因子

が子供の成長、発達にどのような影響を与え

ているかを１０万組の母子を対象に調査する

ことになりました。

大規模な調査で、環境省が実施するもので

あります。このたびのエコチル調査は、行政

法人国立環境研究所が中心となり、全国１５

カ所の大学に設置されたユニットセンターで

実施しております。北海道は、北海道大学環

境健康科学研究センター内の北海道ユニット

センターを中心に、札幌、旭川、北見ユニッ

トで行っております。北見地区ユニットは、

日本赤十字北海道看護大学伊藤教授が、札幌

医科大学と協力して調査を実施しておりま

す。北見地区ユニットのエコチル調査は、旧

北見市、美幌町、訓子府町、津別町、置戸町

が協力自治体となっております。調査協力産

婦人科は、北見赤十字病院、山川ウィメンズ

クリニック、北見レディースクリニック、中

村病院です。そこで出産される妊婦さんが対

象です。

調査内容は、妊婦期、出産期、赤ちゃんの

１カ月健診ごとに母乳や臍帯血の採取、母親
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と赤ちゃんの血液、毛髪の採取などを行い、

体内にある化学物質の種類と量を計測しま

す。その後、生後６カ月から１３歳まで、６

カ月ごとにアンケート調査に加え、数年ごと

に面談調査と身体測定を行い、生活習慣、生

活環境などを調べます。登録期間は、昨年の

２月から２０１３年の３年間で、北見地区ユ

ニットは妊婦さんの半分の１,５００人の登

録が必要です。本町では、昨年の２月から１

１月までに母子手帳交付を受けた妊婦さんは

１３４人です。このエコチル調査の説明を聞

いた妊婦さんは５８人で、そのうち調査に同

意された方が４０人であります。％にします

と、２９.９％でした。残すところ２年を切

りましたが、各協力自治体で妊婦さんの５０

％以上の方に協力をお願いしていただく方針

になっておりますが、今後の推進についての

お考えをお伺いいたします。

２点目であります。中学生のがん教育につ

いて。

日本対がん協会では、がんに負けない社会

をつくるために、子供たちにがんのことを

知ってもらうおうと、アニメ・ＤＶＤを使っ

たがん教育を進めております。ＤＶＤの題名

は、がんちゃんの冒険です。おもに中学生を

対象に制作したものになっておりますが、日

本対がん協会は、このようにうたっておりま

す。がんの発病には、生活習慣が大きく影響

しています。また、若い世代の子宮頸がん検

診受診率が、極端に低いことに代表されます

よう、日本人のがん検診率が低い原因の一つ

として、がんに関する教育を受けていないこ

とも上げられております。がんから身を守る

には、子供の時にがんに関する基本的な知識

を得ることが欠かせないのです。

そのためにＤＶＤは約２０分で、主な内容

はがん細胞に見立てたがんちゃんと、４８歳

独身男性のオッジさんが登場し、日本人の２

人に１人はがんになるの巻では、がんちゃん

を肩に乗せて町を歩くオッジさんが、多くの

人の肩にがんちゃんが乗っているのを見て驚

いたり、また、たばこがよくないですよの巻

では、自分の肩に乗ったがんちゃんにたばこ

を勧められたり、オッジさんとがんちゃんの

暮らしを１７編のショートストーリーで描く

中で、がんの基本的な知識をわかりやすく説

明し、がん検診を受けることの大切さを訴え

ております。

また、中学校教員には、１学年当たり１５

０枚、３学年４５０枚まで無料提供で、送料

も日本対がん協会が負担することになってお

ります。本町でも中学校からこのＤＶＤを活

用し、未来の宝である子供たちの身を守るた

めに、予防の大切さを知ってもらうがん教育

が重要と思いますが、お考えをお伺いいたし

ます。

３点目であります。新年度開始の中学生体

育必修授業の安全対策についてであります。

新しい学習指導要領完全実施に伴い、文部

科学省が次のようにうたっております。武道

は、武技・武術などから発生した我が国特有

の文化であり、相手の動きに応じて基本動作

や基本となるわざを身につけ、相手を攻撃し

たり、相手のわざを防御したりすることに

よって、勝敗を競い合う楽しさや喜びを味わ

うことができる運動、武道に積極的に取り組

むことを通して、武道の伝統的な考え方を理

解し、相手を尊重して練習や試合ができるよ

うにすることを重視するとあり、新年度から

中学校で武道が必修化されます。

相撲、剣道、柔道の三つの選択肢のうち、

本町では柔道を必修すると伺っております。

２月６日のＮＨＫのテレビ番組クローズアッ

プ現代で、「必修化は大丈夫か、多発する柔

道事故」という題名で放映がありました。柔

道の死亡事故は、内田良名古屋大学院准教授

の報告では、「ほかのスポーツに比べて高

く、部活動や授業中に中学・高校を合わせ

て、過去２８年間で１１４名の子供が亡く

なっております。また、２７５人が重い障害

を負っています」と報告されています。

また、新聞紙上でも、安全面懸念も全国で

事故、指導者不足とあり、大阪の堺市教育委

員会及び名古屋市教育委員会では、大外刈り
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など後頭部を打つおそれのある一部のわざを

禁止する方針を固めており、事故やけがの回

避に向けた動きが広がっております。

また、北海道柔道連盟の吉川賢司事務局長

は、「半日程度の研修では安全性の確保は難

しい。正しい指導で、事故は防げるが、その

ために講習回数や内容を充実させるなどの指

導者育成が急務だと指摘」と掲載されており

ます。

全国柔道事故被害者の会の報告でも、ここ

最近２００９年には５名、２０１０年には６

名、２０１１年にわかっているだけでも３名

もの子供たちが、柔道練習中の事故で命を落

としていると。また、全国柔道事故被害者の

会は、子供の命を守るために本年２月７日

に、平野博文文部科学大臣及び輿石幹事長

に、本年４月から実施の武道必修化に向け

て、事故防止対策の要望書を提出しておりま

す。

この要望書の内容は、大きな項目は二つ

で、一つ目は、国民が納得できる安全確保の

仕組みの提示、二つ目として、中立的な第三

者による事故調査委員会設置の義務づけ、そ

の他４項目が記載され、詳細も記入されてお

ります。この観点から、本町の新年度からの

武道必修化と安全対策についてお聞かせくだ

さい。

以上、１回目の質問を終わらせていただき

ます。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 中嶋議員の

質問にお答えをいたしたいと思います。

がん教育、中学校体育必修授業については

後ほど、教育委員会のほうから答弁をさせて

いただきたいと思います。

初めに、子供の健康と環境について、エコ

チル調査における妊婦への参加協力推進につ

いてでありますが、平成２２年３月に環境省

は子供の健康と環境に関する全国調査、エコ

チル調査の基本計画を作成公表し、平成２３

年１月から平成４４年３月末までの２１年間

調査を実施することとしました。

エコチル調査の目的については、環境要因

が子供の健康に与える影響を明らかにするこ

とで、特に化学物質の暴露や生活環境が胎児

期から小児期にわたる子供の健康にどのよう

な影響を与えるかについて調査し、化学物質

の適切なリスク管理体制の構築につなげるこ

ととされています。調査の対象は、平成２３

年８月１日以降に出産予定の妊婦及び平成２

５年１２月末までの妊婦を対象とし、妊婦の

妊娠期から出産した子供が１３歳に達するま

で継続した調査が行われ、その後、全対象者

が１３歳に達した後の５年間はデータ分析が

行われます。

調査に当たっては、独立行政法人国立環境

研究所が、コアセンターとして調査研究の総

括的な管理運営を行い、全国１５カ所の大

学・研究機関がユニットセンターを立ち上

げ、調査やフォローアップを行っています。

道内調査については、平成２２年９月２２

日、エコチル調査北海道ユニット地域運営協

議会を設立し、北海道ユニットセンターに属

する北海道大学、札幌医科大学、旭川医科大

学、日本赤十字北海道看護大学、美幌療育病

院の関係者並びに札幌市、旭川市、北見市

（旧北見市であります。）、訓子府町、置戸

町、津別町及び美幌町の調査自治区医療機

関、医療教育関係諸団体の協力のもと、円滑

な調査を行っています。

また、北見地区においては、平成２３年１

月１７日、日本赤十字看護大学が事務局とな

り、北見保健所管内の協力医療機関、医療、

教育関係団体及び調査地区の市町・保健所の

代表者、関係機関の有識者からなるエコチル

調査北海道ユニット北見地区運営協議会が設

立され、平成２３年２月より調査が開始され

たところであります。

御質問のありました調査同意の状況です

が、全国で３年間に１０万人の妊婦の同意が

目標となっており、エコチル調査北海道ユ

ニット運営協議会では９,０００人を予定

し、そのうち北見地区では３年間の母子手帳

交付数の５０％に当たる１,５００人を予定
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としているところです。

なお、平成２３年２月から１２月末までの

調査同意数につきましては、札幌地区１,１

９６人、旭川地区３１９人、北見地区３９４

人の合計１,９０９人の状況となっておりま

す。美幌町の具体的な取り組みについては、

母子手帳の交付時に全妊婦を対象にわかりや

すいパンフレットを用いて、調査の概要及び

調査参加により、アレルギー検査などの結果

が個別に通知されるといったメリットを説明

するとともに、調査に関する詳しい説明は、

エコチル説明員を配置している北見赤十字病

院、中村病院、北見保健センターであること

を紹介し、調査に同意していただけるようお

願いしているところです。

その結果、平成２３年２月から１２月末ま

でに母子手帳交付数１４９人のうち、エコチ

ル調査北海道ユニット北見地区運営協議会の

エコチル説明員による説明を受けた方が６３

人、そのうち調査に同意した人は４４人お

り、調査に同意した率は２９.５％となって

おります。また、母子手帳を交付した妊婦

で、通院先医療機関を見ますと、エコチル説

明員が配置されていない産婦人科、医療機関

に約３割の方が通院されており、その方々は

通院医療機関での説明及び調査の同意がもら

えない状況にあります。

このようなことから、平成２４年１月３１

日に行われたエコチル調査北海道ユニット北

見地区運営協議会では、北見市内産婦人科医

療機関との調整を行い、説明を希望される方

がいる場合には、エコチル説明員が受診日に

行って説明できる態勢の整備を図るととも

に、医療機関で医師や看護師、看護職の説明

により同意が得られた場合には、医療機関へ

報酬を支払うなどの検討も始めているとの報

告を受けたところであります。

本町といたしましては、今後ともエコチル

調査北海道ユニット北見地区運営協議会との

密接な連携を図りながら、全妊婦を対象に

しゃきっとプラザ窓口における母子手帳交付

時や妊婦教室などにおいて、エコチル調査の

目的をわかりやすく説明するとともに、町広

報紙やホームページなどにより啓発を図り、

エコチル調査の同意をいただけるよう最大限

の努力をしてまいりたいと考えております。

以上、答弁とさせていただきました。よろ

しくお願いをいたしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（川崎俊郎君）〔登壇〕 それで

は、中学生のがん教育について御答弁を申し

上げたいと思います。

議員御指摘のがん予防に関する学習につい

ては、中学校の保健体育の授業において、が

んの原因及び予防について学習をしておりま

す。未来を担う子供たちを将来のがんから守

ることは、大人のあるいは社会の義務である

と考えているところであります。子供のとき

から、がんのリスクを避ける生活姿勢を身に

つけさせることが大切であり、子供の段階で

こそがん予防に有効な生涯続く生活姿勢を学

習することが、教育の課題としても大切であ

ると思います。

今回、議員から情報提供のあったがん予防

の学習として、すぐれた教材も活用して学習

できるように、各学校に周知してまいりたい

と考えております。

次に、新年度開始の中学生体育必修授業の

安全対策についてであります。

学習指導要領の改正により、美幌町におい

ても保健体育授業として柔道を選択し、実施

することとしております。この武道指導で重

視されている考え方は、大きく三つ考えられ

ますが、一つ目は、伝統的に精神的な面を尊

重する考え方が重視されており、欧米で発祥

したスポーツに比べより重要的、鍛錬的な目

的を強く持っていること。二つ目として、武

道では礼に始まり礼に終わると言われるよう

に、礼法を特に重視しています。礼を重ん

じ、その形式に従うことは自己を制御すると

ともに、相手を尊重する態度を形にあらわす

ことであり、この自己制御が人間形成の重要

な要素であること。三つ目として、武道にお

ける試合を行う者同士の関係は道（どう）、
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人間としての生き方、あり方をともに学び合

う仲間同士であり、試合の勝敗のみにこだわ

ることは、慎むべきものであるという考え方

が重視されていること。以上のような考え方

を基本に、武道授業の進め方として、学習指

導要領解説に示されている例示等を参考に、

実施時数や生徒の実態等に応じて指導計画を

作成し、指導内容を明確化いたします。

議員御指摘の安全面ですが、さきに考え方

でもお示しいたしましたが、武道は相手と直

接的に攻防するという特徴があり、互いに競

技規則を守り、相手を尊重し、公正な態度で

安全に行うことが求められています。

授業においては、自分で自分を律する克己

の心をあらわすものとして礼儀を守るという

考え方があることを理解させ、練習や用具の

準備、後かたづけなど、授業時間全体を通し

て責任感や仲間との連帯感を育てるととも

に、用具や練習場所などの自他の安全に留意

して、積極的に取り組めるよう配慮して指導

いたします。

さらには、実際に指導に当たる体育教師の

研修につきましては、北海道教育庁が既に数

回にわたり保健体育授業が改善、充実するた

めの安全対策を含めた説明会、講習会を実施

しており、その中で武道指導の留意点、課題

などを研修しております。

保健体育の授業は、すべての生徒にとって

安全で楽しいものでなければなりません。し

かし、武道を含めた体育活動は、事故やけが

が発生する危険性を常に伴っており、人為的

要因や施設・設備の状況、自然現象などさま

ざまな要因によって、大きな事故につながる

可能性を有しておりますが、指導に当たる教

員には、体育にけがはつきものという考え方

を排除し、けがは指導者、生徒の努力で回避

できるものという基本的な認識に立ち、安全

管理や安全指導の徹底を図り、万全を尽くし

てまいりたいと存じます。

○議長（古舘繁夫君） ５番中嶋すみ江さ

ん。

○５番（中嶋すみ江君） 再質問をさせてい

ただきます。

エコチル調査について再質問させていただ

きます。

本町が、将来に向かって化学物質から子供

の健康を守ることにつながる調査に貢献でき

ることは、意義深いと考えます。そのために

妊婦さんの半分の協力登録者達成を目指した

いと考えます。

国立環境研究所の計画書には、エコチル調

査の成否は、どれだけの妊婦さんとその家族

に認知され、調査について理解していただけ

るかにかかっている。また、十数年間との長

い期間の調査を継続するため、社会全体の理

解と応援が必要であり、そのためエコチル調

査の認知度を高める取り組みとして、広報活

動の展開が重要であるとあります。

北見日赤看護大事務局では、ことしの１月

１６日には伝書鳩に、妊婦さんに調査協力依

頼広告を出しております。また、各団体から

の要請に応じ、看護大伊藤教授による説明会

も開催していただいております。そのように

広報活動を展開しております。

また、御答弁にありましたように、エコチ

ル調査員のいない婦人科に報酬を支払うなど

の協力者目標達成に向け、日々努力されてい

る様子がわかりました。本町でも最大限の努

力をしていただけると御答弁いただきまし

た。エコチル調査の成功のかぎは、先ほども

言いましたけれども、認知度を高める広報活

動の展開だとあります。今、御答弁の中に広

報、ホームページのほかに、さらなる啓発・

広報活動の展開方法のお考えがあればお伺い

いたします。

また、本町でも化学物質、環境が子供の健

康に及ぼす影響などの環境対策の取り組みが

あればお伺いいたします。よろしくお願いい

たします。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） エコチルの質問であ

りますけれども、何としても北見ユニットと

して目標を達成すると、それは個々の市・町

の取り組みになってくると思います。それ
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で、これ非常に長い調査期間が設定されてお

ります。そういった意味で、まずは妊婦さ

ん、あるいは御家族の理解が必要だと思いま

す。そのためには、メリットもしっかり言う

ことが必要だと思いますし、また片方で１３

年間健診であるとか、そういうところで子供

さんの毛髪を取ったり、そういう面倒くささ

といったら言葉ちょっとあれですけれども、

そういったこともしっかりと説明をして御理

解をいただかなければ、なかなか難しいと思

います。

また、多分、エコチル調査というのも耳な

れない言葉で、なかなか理解が進まないとい

うことで、今、議員おっしゃるように、認知

度をまず上げるということも重要だと思いま

す。それで広報以外の方法ということで、や

はり直接妊婦さんと接する母子手帳の交付す

る、あるいは妊婦さんの健診をする、そうい

うときに重点的に力を注いで理解をいただく

という努力をしなければいけないと思いま

す。

あと、全体的な取り組みとしては、先ほど

言った３割が説明員いないと、それで出向い

て行った場合に、報酬も考えるということで

ありますので、あらゆる手だてを使って目標

を達成して、そして全体として大きな本当に

こういう調査は、ほかにないのではないかと

思いますけれども、その結果が、環境によっ

て子供さんが重たい障害をしょうようなこと

ないように、この調査結果を生かしていただ

きたいなと思っております。

あと、環境の取り組みについては地球環境

を含めて、あと食育だとかそういった面での

教育もしっかりして、やはり家庭で調理をす

るというようなことも含めて取り組んでいか

なければいけないと、そんなふうに考えてお

ります。

○議長（古舘繁夫君） ５番中嶋すみ江さ

ん。

○５番（中嶋すみ江君） 日赤看護大の事務

局には、パンフレット、ニュースレターの発

行とか、ポスターの広告資材があります。そ

の資材を医療機関、小児科などに配付のお考

えはないかお伺いいたしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（馬場博美君） ただいまの御質

問ですけれども、そういったパンフレット等

についても妊婦健診のときに配付をしてまい

ります。

中嶋議員さんおっしゃるとおり、事務局で

ある伊藤教授と常に連携をとりながら、きの

うも事務局と打ち合わせを行ってございま

す。その中で、町長から御答弁させていただ

きましたけれども、北見の医療機関における

協力体制が必要であるということで、報酬の

同意もらった病院に対する報酬の確認の要請

を行ったところでございます。

さらには、美幌町としまして、先ほど町長

から御答弁申し上げましたけれども、そのほ

かに妊婦時の健診の手帳ばかりでなくて、５

カ月の妊婦健診の受診時にも再度説明をする

ことで考えてございます。あるいは広報、

ホームページのほかに地元新聞等にもお願い

して、広報活動をやっていきたいというふう

に考えています。

ただ、美幌にエコチルの説明員の方が来

て、そういったときに話を聞いてもらうこと

も、事務局のほうにお願いしているところで

あります。今後についても事務局とも連絡を

とりながら、啓発に努めてまいりたいという

ふうに考えてございますので、御理解をお願

いいたします。

○議長（古舘繁夫君） ５番中嶋すみ江さ

ん。

○５番（中嶋すみ江君） 医療機関の小児科

にお願いしての配付はどうでしょうか。

あと、自治会の回覧を活用して啓発とか、

まち育の出前講座とまち育新聞と各学校の通

信を活用して啓発、そういうお考えはどうで

しょうか。出産される方、そういう方に認知

をしていただくためには、本当にあらゆる手

を使わなければ、方法を使わなければ同意を

得られないなと思います。それで今の何点

か、お話ししたのですけれども、どうでしょ
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うか。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（馬場博美君） 議員さん御指摘

のとおり、これは何といっても同意してもら

うことが一番の課題でございますので、今、

御提案あったことも含めながら、そういった

対象者ばっかりでなくて地域全体で周知する

こととともに、皆さんが御理解をする中で全

体的な啓発に努めてまいりたいというふうに

考えております。特に、先ほど言ったように

小児科の協力が必要であるということも感じ

ていますので、そこも伊藤教授と打ち合わせ

しながら進めてまいりたいというふうに考え

てございます。

よろしくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） ５番中嶋すみ江さ

ん。

○５番（中嶋すみ江君） 先ほど、町長も

おっしゃっていたのですけれども、本当に母

子手帳交付時の説明は重要な位置づけと、私

も考えます。そこで説明員の熱意が、この調

査の成否につながるのではないかとの思いで

あります。ゆえにさらなる努力をお願いいた

しまして、質問を終わらせていただきます。

次の質問に移らせていただきます。中学生

のがん教育についてであります。

国民病の一つであるがんに対して、日本対

がん協会は、がんに負けない社会をつくるの

には、子供のときからがんに対する知識、検

診の大切さ、生活習慣改善の大切さを意識づ

けさせていく教育が大切と。そしていかにし

て子供の心に予防の心を養うことができ、そ

して成長して大人になっていくために、本当

に日々よりよい教育教材の作成をと考えて努

力・研究されているなと考えます。そうして

作成されたものが、このたびのアニメ・ＤＶ

Ｄ作品の「がんちゃんの冒険」であると思い

ます。

現在でも教育現場では、がん教育は実施さ

れておりますが、さらに日本対がん協会作成

のアニメ作品、ＤＶＤ「がんちゃんの冒険」

を用いて、各中学校で活用するお考えはない

かお伺いいたします。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（川崎俊郎君） がん教育の大切さ

は、まさに議員おっしゃるとおりでありま

す。学校教育の中で、そのことをすべて担う

ということではなくて、保護者の皆さん方、

あるいは町のさまざまな健康を維持するとい

う観点からも、さまざまな場面で行うことが

よろしいのかなというふうに思います。がん

ちゃんの冒険、こういう情報提供いただきま

したので、私ども早速こちらのほうに求め

て、学校のほうには提供したいというふうに

思います。

学校の中でどういうような取り組みをする

か、これは学習指導要領の中でもちろんたば

この害だとか、あるいは薬だとかさまざまな

問題ありますけれども、その一環の中でがん

教育については、当然、指導要領の中に位置

づけをされておりますので、その中でこの教

材を使うということについては、とても有益

なことだろうというふうに思いますので、議

員御指摘のとおり、そのような方向で進めさ

せていただきたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ５番中嶋すみ江さ

ん。

○５番（中嶋すみ江君） さらに４５０枚ま

で無償提供していただけるということになっ

ておりますので、父母に貸し出していただい

て、家庭でさらにがんに対する知識の検診の

大切さを親子で学ぶ最高の機会となると考え

ます。それにより、本町としても検診の受診

率アップにつながる一助になるのではと考え

ます。それで父兄への貸し出しのお考えはあ

るかお伺いいたします。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（川崎俊郎君） 父兄への指導につ

いては、先ほど申し上げましたが、学校教育

の中ですべて担うわけにはまいりません。正

直申し上げて。ただ、そういう要望があれ

ば、当然、保護者の皆さんのほうにも行くよ

うな形にはしたいと思いますが、最大４５０

枚なのですよね。恐らく対がん協会では、く



－ 64 －

れと言ったら、それに対応してくれるのだろ

うと思いますけれども、恐らく美幌町の中学

生の数だとかそういうことを参考に、最大１

学年については１５０枚まで、つまり３学年

ですから４５０枚という縛りがあるようであ

りますので、これを保護者の皆さんのほうに

例えば生徒の数において、保護者のほうにす

べてお渡しするというわけにはなかなかまい

らないだろうというふうに思いますので、も

ちろん保護者の皆さんからそういう要請・要

望があれば、提供するということはやぶさか

ではないというふうに思っています。

○議長（古舘繁夫君） ５番中嶋すみ江さ

ん。

○５番（中嶋すみ江君） このがん教育、家

族にとっても無料ということが予算のかから

ない、そういうものはいかにしてでも活用す

るべきだと私は考えております。

また、３月６日の新聞に、子宮がん征圧を

目指す専門家会議から、斜里町が子宮頸がん

予防活動奨励賞と審査員特別賞を受賞された

記事が掲載されておりました。その中に、対

象を中学生等の接種時に、保健師が健康教育

をしている、そして接種後の調査で９割が将

来の検診を受診すると回答があった、接種受

診率向上には、教育が関係するとの内容でし

た。

この調査結果からも、この中学生からのが

ん教育が将来において検診を受けることの大

切さ、予防の意識の向上を図れることを示し

たものだということで載っておりました。こ

れからも子供の健康教育のためには、よりよ

い教材はどんどん取り入れていただきたい。

本当にあらゆる部分でやって、将来の子供た

ちが本当に健康で大人になっていくために、

私たち親ができるものは努力してやっていっ

ていただきたい。そのように思いますので、

ぜひよいものは取り入れていって、親子とも

どもに一緒に無料のビデオを見ていただくこ

とは予防の一つとして、一つの対策としても

本当に大切な部分ではないかと思いますの

で、よろしくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（川崎俊郎君） その意を大して努

力をしてまいりたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ５番中嶋すみ江さ

ん。

○５番（中嶋すみ江君） 次の質問に移らせ

ていただきます。柔道必修化に向けての安全

対策であります。

本町におきましても、中学生を持つ父兄の

方々も柔道必修化に向けて心配されているの

ではないかと思います。本町におきまして、

柔道事故対策として、１点目頭部リスクのあ

るわざなど禁止の方向でしょうか。２点目柔

道の経験が豊かな方が担当されるのでしょう

か、お伺いいたします。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（川崎俊郎君） 御答弁も申し上げ

ましたですけれども、武道が必修化になった

ことによって、美幌町は柔道を選択したわけ

ですけれども、今、直ちに例えば何が禁じ

手、禁じわざ、それは列記はされているので

すけれども、今言ったようなお話、個別の話

については恐らく道教委のほうで、その指導

書も改めてつくるという新聞報道もございま

すし、それらを受けて対応してまいりたいと

いうふうに思いますけれども、基本的に武道

を授業に取り入れるということであります

が、現実に武道に体育授業の中で割ける時数

というのは１０時間程度であります。１０時

間というのは１０コマ程度です。ですから最

初はまずは基本、柔道の基本はまさに受け身

でありますから、それを徹底していくという

ことになろうかというふうに思います。

それから、今、美幌町において２校中学校

がございますが、ともに有段者がおります。

体育教師の中で。だから大丈夫だということ

ではございませんで、さまざまなやはり危険

防止策を考えなければなりませんし、必要に

よっては美幌町の柔道協会の皆さん方ですと

か、もちろん警察署も当然そういう有段者が

おりますし、美幌町の職員にも有段者がおり

ます。やはり危険回避のためのさまざまな手
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は講じてまいらなければならない、そういう

認識でおりますので、よろしくお願いをいた

します。

○議長（古舘繁夫君） ５番中嶋すみ江さ

ん。

○５番（中嶋すみ江君） もう１点、万全を

期されていると思いますが、万が一授業で頭

を打った場合など、家に帰ってからぐあいが

悪くなった場合に、父母に伝えてあれば、早

急に正しく対応でき、重症に至らないことが

あると思いますが、父母との対応マニュアル

など何らかの対応方法はとられているでしょ

うかお伺いいたします。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（川崎俊郎君） それは先ほど申し

ましたけれども、具体的なものはございませ

んが、これは何も柔道に限らず学校生活の中

で体育授業、あるいは休み時間のいろいろな

遊びの中でもそういう危険性は、いつもはら

んでいることは事実であります。ですから、

そういう中で例えば授業の中で、あるいは学

校生活の中でそういう問題が起きたときは、

当然、直ちにその症状が出なくても、そうい

う問題が出たときは病院に行くとか、そうい

う対応は今もしているところであります。

これが柔道に限って、保護者の皆さんにこ

ういうことがあればということではなくて、

全般的な要するに学校生活の中で起き得るさ

まざまなものに対して、保護者の皆さん方に

そういう認識をいただくということも、また

一方で大切であろうというふうに思います。

何らかの方法で、ただですね、こうなったら

こうしてくださいという話ではないような気

がするのです。この件に関して。

ですから、柔道をやることによって、そう

いう問題が起きる可能性がありますよという

のは、それは御指摘のとおりわかりますけれ

ども、要するに学校生活の中でそういう危険

性、ずっと持っているのですよね。それを柔

道に特化して、こういうことが起きたら直ち

に病院、あるいは連絡をとかという話がいい

かどうか。今、直ちにその問題についてどの

ようにするかということをちょっと詳しくお

話できませんけれども、そういうお話もわか

らないわけではございませんので、もう少し

検討させていただきたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ５番中嶋すみ江さ

ん。

○５番（中嶋すみ江君） 柔道シンポジウム

の資料がインターネットで出ておりました。

そういうものをぜひ読んでいただきまして、

我が美幌町から、今、私はちょうどいろいろ

なのでなくて柔道の話題で、それ１本で質問

させていただいていたので、柔道１本のお話

でしていきたいと思っているのですけれど

も、シンポジウムの「武道必修化前に」とい

うそういう資料を読みましても、本当に事故

対策は必要だということを感じました。

また、第１回目の質問の中にも柔道被害者

の方たちが、国に対して要望書を出されてい

ます。その要望書、やっぱり被害に遭われた

方々の遺族の方々の声というものは、非常に

大きいものがあると思います。それで我が

町、美幌町の子供たちの命を守るためには、

被害者の会の声を重要視していただきまし

て、安全対策の取り組みを希望いたします。

質問を終了させていただきます。

以上です。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（川崎俊郎君） 御質問の趣旨は柔

道にかかわってというお話でありますが、本

当にいろいろな体育授業の中ではラグビーも

ございますし、いろいろなのがございます。

必ずこういうものがついて回るということは

事実でありますから、当然、それらの危険回

避のためのさまざまな手だては、してまいら

なければならないというふうに思っていると

ころであります。

○議長（古舘繁夫君） 以上で、５番中嶋す

み江さんの一般質問を終わります。

暫時休憩をしますが、再開は１１時からと

いたします。

午前１０時４９分 休憩

────────────────
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午前１１時００分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

一般質問を行います。

通告順により、発言を許します。

１番新鞍峯雄さん。

○１番（新鞍峯雄君）〔登壇〕 私は、さき

に通告いたしました３項目５点について質問

をさせていただきます。

まず、１点目でございますけれども、節電

対策についてであります。

東日本大震災発生から１年になりますが、

原発事故をきっかけに節電の重要性が全国に

広がりました。町もこの１年間、街路灯を中

心にさまざまな節電に取り組み、その効果は

数字として具体的にあらわれております。

このような中で、私は昨年の１２月定例会

で街路灯、公園灯の節電に関する質問をいた

しました。このことを踏まえて、さらに今後

どのように取り組みを進めていくのか、町長

の考えをお伺いします。

２点目は、空き家対策についてでありま

す。中古空き家に対する町の取り組みについ

て、そしてまた、持ち主に対する行政指導に

ついてであります。

町内には、建築後１０年から２０年未満の

中古住宅並みの空き家から、４０年から５０

年を経過したと思われる古くて危険な空き家

をところどころ見かけます。特に古い家は、

出入り口、壁などが破損し、窓も割れてなく

なっており、空き家になってから１０年から

２０年は過ぎている状況で、景観としても好

ましくありません。道内では、ことし豪雪地

帯の空知地方など各地で、雪の重みによる空

き家の倒壊が相次いで発生しています。

第１点目に、比較的新しい中古の空き家を

町の定住対策として、行政が積極的に取り組

む考えについてであります。

２点目は、古くて倒壊の危険がある空き家

の持ち主に対して、撤去を求めるなどの行政

指導についてであります。

以上、２点についてお伺いします。

３項目めは、町管理の公共施設に対するメ

ンテナンスについてであります。

一つ目として、公共施設の改築する際の基

準。二つ目は小破修理、要するに少々の破損

の意味でありますが、その考え方についてで

あります。

町管理の各種公共施設に対するメンテナン

スにかかわる基本的な考え方についてお伺い

します。欧州では１００年、あるいは２００

年前に立てられたものは、まだ新しい建築物

と理解されています。これは建築素材が石材

であるこという違いもありますけれども、日

本では建築後２０年の建物が改築されている

事例をよく見かけます。

１点目にお伺いしたいのは、建築物に限ら

ず多くのものには耐用年数が定められていま

す。そこで公共施設を改築する際の基準とす

るのは、耐用年数であるのか、現有施設の損

傷程度であるのかについてお示し願います。

２点目は、小破修理についてお伺いしま

す。建築物ばかりではありませんが、ほとん

どの建物は年月を経ることに劣化します。少

しでも小破があればすぐに修理をする、その

ことによって自然に耐用年数が伸びると思い

ます。修繕料はかかりますけれども、結果的

には財政的にプラスになるのでは、メンテナ

ンスの費用は惜しむべきではないと考えます

が、今後の町長のお考えはお伺いします。

以上、２点でございます。

最初の質問を終わります。よろしくお願い

いたします。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 新鞍議員の

質問にお答えをいたしたいと思います。

初めに、節電対策であります。

街路灯、公園灯の節電に対する今後の取り

組みについてでありますが、昨年の３月１１

日に発生した東日本大震災以降、本町におき

ましては街路灯の一部において間引き消灯の

節電に取り組んでいることは、昨年の１２月

定例会で説明したところであります。

御質問の今後の取り組みについてでありま
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すが、現在、実施している街路灯の間引き消

灯を引き続き実施するとともに、冬期間にお

ける未使用公園の公園灯を消灯するなど、節

電に心がけてまいる所存であります。

一方で、道路管理者としましては、防犯上

及び安全上に配慮した維持管理を第一として

進めていく必要もあることから、沿線自治会

と協議を行いながら、現在、間引き消灯を実

施している箇所を含めて現地確認を行い、さ

らに節電の取り組みを推進していく所存であ

りますので、御理解を願いたいと思います。

次に、空き家対策についてでありますが、

第１点目の空き家を町の定住対策にというこ

とについてでありますが、定住希望者に対し

ましては、町内の不動産会社や貸家業組合と

連携をとり対応しております。定住について

の大きな課題としては、移住・定住希望者に

対し、いかにして美幌町へ関心を持っていた

だき、そして我が町へ訪れていただけるかと

いうことであります。この課題解決のため

に、美幌町の移住・定住に関しましては、北

海道移住促進協議会に加盟し、首都圏及び関

西圏へ美幌町のＰＲに努めているところでご

ざいます。

さらに、ちょっと暮らしイン美幌というこ

とで、昨年度ＰＲ用パンフレットを作成し、

将来美幌町に住んでみたいと思っている方々

にグリーンビレッジ、またはエコハウスを宿

泊施設として、数日間の生活体験をしていた

だけるよう取り組んでいるところでございま

す。

第２点目の空き家の持ち主に対する行政指

導についての御質問です。

今後、ますます少子高齢社会が進展してい

く中、空き家・廃屋問題は地域課題として十

分受けとめなければならないと認識をしてお

ります。本町の取り組みですが、自治会連合

会と行政との懇談会において、空き家の問題

が提起されたこともあり、消防署において町

内の巡回調査、自治会や関係団体からの情報

提供に基づき、平成２１年度より火災予防上

必要な措置について指導を実施しているとこ

ろでございます。

具体的には、平成２３年度において空き家

件数１９件中３件については解体、改修がな

され、２件についての指導を実施し、残り１

４件については現在観察を継続中でありま

す。なお、建築基準法の規定による空き家の

除却に対する指導勧告を行った事例はありま

せん。今後は、情報の収集や関係する部署と

の連携を図りつつ、円滑かつ実効的な対応に

努力してまいります。

次に、町管理の公共施設に対するメンテナ

ンスについてであります。

１点目の公共施設を改築する基準について

でありますが、耐用年数は目安としておりま

すが、具体的な基準は定めておりません。基

本的には町民が使用する上で、安全性を第一

優先で考えており、老朽化のため安全面に特

に問題がある施設や維持管理上支障が生じた

設備については、随時財政状況を考慮しなが

ら修繕、改修を行ってきております。

財政状況が厳しい中、公共施設の大幅な延

命、または維持管理費の削減を図るため、補

助制度による施設の修繕、改築に係る公共下

水道長寿命化計画、公園施設長寿命化計画、

橋梁長寿命化計画、美幌町公営住宅等長寿命

化計画を策定し、従来の修繕及び改築から予

防的な修繕を含め計画的な改築へと、政策転

換を図っていきたいと考えております。

２点目の小破修理についてでありますが、

これにつきましても安全第一を考え、修理に

当たっております。専門的な技術を要するよ

うな保守点検につきましては委託で対応し、

延命を図っておりますので、御理解をいただ

きたいと思います。

以上、答弁とさせていただきました。よろ

しくお願いをいたしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） １番新鞍峯雄さん。

○１番（新鞍峯雄君） それでは再質問をさ

せていただきます。

まず、節電対策についてでございますけれ

ども、この節電に対して、私が何でこれほど

までこだわり続けるかでございます。原点に
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戻りまして東日本大震災、さらに原発事故が

なければ節電対策はどうであったかと、この

ようなことを考えますと、大震災が節電の

きっかけをつくってくれたのではないかと。

間引き消灯を実施の後、多くの町民の方か

ら、もっと節電すべきではないかとの意見を

いただき、昨年１２月定例会で、私は節電の

範囲の拡大についての質問をしたわけであり

ます。これも一つのきっかけではないかと、

きっかけはいろいろな人生の中で、だれでも

が経験することであります。

先ほどの答弁の中で、冬期間における未使

用公園の公園灯を消灯するということでござ

いましたけれども、ＪＡ会館隣りの青山南公

園、公園灯が６灯ございますけれども、この

冬、冬期間、朝までついております。この点

についてお伺い申し上げます。

○議長（古舘繁夫君） 建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） 御指摘の部

分の青山南公園でございますけれども、一

応、未使用というか、そういう部分では考え

ておりません。それで、今、議員の言われる

ような形でそこの部分について冬期間、何も

ないから消灯すべきかという判断は、現時点

では判断すべきかどうかについては検討中で

ございます。

ただ、せせらぎ公園の部分について、遊水

池だとかそういう関係の部分ですね、雪が多

くてだれも入り込めない、管理上何も支障な

いような形で、本来的に立入禁止とかそうい

う看板立てればよいのですけれども、そうい

うこともなくしてちょっと入れないような状

況については、消灯させていただいておりま

すけれども、青山南についてはそれぞれあそ

この会館とか歩道だとかあの周辺の部分の中

でいる中で、今、消灯を考えていることでは

ありません。

要は今、冬場の部分についての部分もあり

ますけれども、現状の冬場の部分については

それぞれ雪が降って白くて、明るいという面

がありますけれども、当然そういうものを含

めた中で夏場も踏まえて検討していきたいと

思っておりますので、今の御提案の部分につ

いて、青山南は今後そういう形の部分で、立

ち入りだとか、そういう形にもしない形の部

分で公園を使用させない形というか、そうい

う部分で考えるのであれば消灯も一つの方法

だと思いますけれども、今の時点では今期の

冬については消灯しておりません。

○議長（古舘繁夫君） １番新鞍峯雄さん。

○１番（新鞍峯雄君） 雪が降って別に除雪

しているわけでなく、全く入れないという状

態なのですけれども、これから夏に向かいま

すと、遊具とかいろいろありますから、夏の

間は点灯といいますか、これは必要に間違い

なくなるわけでありますけれども、ただ、冬

は全く入り込めない状態でどうかなという考

えでおりました。

○議長（古舘繁夫君） 新鞍議員、今の答弁

はいいですか、公園のほうは。（「はい」と

呼ぶ者あり）

１番新鞍峯雄さん。

○１番（新鞍峯雄君） これから雪解け、そ

して春に向かうわけでありますけれども、

今、言われましたせせらぎ公園、春から再び

せせらぎ公園内には１０基、２０灯、明るさ

にして８,０００ワットですか、照明灯があ

るわけですけれども、１基に１灯で十分明る

さも保てるというそういう町民からの御指摘

もあるのですけれども、その点についてお伺

いします。

○議長（古舘繁夫君） 建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） 今の御指摘

のとおり、せせらぎ公園及び東雲通りの街路

灯を踏まえましても御指摘の部分などの検討

をしておりますし、夏場についても１２回の

定例会でも御質問されまして、その辺の部分

についても夏場になりますと、当然、木だと

かそういう形の陰影によって遮光されるとい

う形もありますので、冬期間を見ればうちの

ほうも御指摘受けた中で、冬期間見回った中

で重複している交差点の街路の東雲通りの部

分と、せせらぎの部分の重複する部分の照度

だとかそういう環境の部分を見ながらどこま
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で落とせるのか、いろいろな形の部分で、そ

の場所以外でなくして前御指摘されました学

園、それから３３線、公園通りとか、そうい

う連続照明の環境の中で間引きのできるよう

な部分については、実際に見させていただい

た中で、また照度見ながら検討させていただ

いておりますので、今どうこうと言えるので

はなくて、随時そういう形の部分と、当然、

あの周辺の方もおられますし、夜間の中でそ

れを利用されている方もおりますので、そう

いうことを踏まえながらある程度の基準を持

ちながら、そのこともきちっと周知しなが

ら、そういう形の部分の節電に努めていきた

いと思いますけれども、節電と節減、電気料

払ってきた中の節減とちょっと違いますの

で、震災のきっかけの中でそういう部分の移

行の部分、またはそういう方向性の部分につ

いて、それぞれの部分で提示していきたいと

考えております。

○議長（古舘繁夫君） １番新鞍峯雄さん。

○１番（新鞍峯雄君） 私は、夜、散策を兼

ねて街路灯・防犯灯の照明度、明るさに関心

を持ちながら、町内全域を時々回っておりま

すけれども、答弁の中で防犯上、安全上に配

慮した維持管理を第一にとございます。当然

でありますけれども、問題なのは街路灯より

も個人住宅地内ですね、公営住宅ですと照明

は安定している、そろっているのですけれど

も、個人住宅地内が暗い、そういうところが

町内には結構あります。

そのため各自治会から、町に防犯灯の設置

要望が毎年出ております。しかし、実現には

複数年を要していると、これも予算の関係で

ありますけれども、このような不公平、言い

かえれば不公平の是正ですね、個人住宅地内

の、そしてまた防犯、安全に関して町長の考

えをお伺いしたいと思っております。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） ちょっと申しわけあ

りません。質問の趣旨が十分私わかってない

のですけれども、ただ、今までの御質問を受

けて、エネルギーというものについては無限

ではないということ、今回改めて全国民がわ

かったのではないかなと思います。

そういった意味で、原発が今、全国で２カ

所しか稼働していない中で電気をどうしてい

くのかというところが、これから大きな問題

になってくるのではないかなと思いますけれ

ども、いずれにしろ私どもの町は低炭素の町

づくりを進めている中で、こういった電気も

含めてやはりもったいないという精神で、今

後もいろいろな取り組みをしていきたい。そ

の中の一つに、街路灯も入っているというこ

とでありますし、また、議員御承知のとお

り、行財政改革の中でも経常経費等の削減の

中でケチケチ運動をしようということで、行

政的にはしっかり消せるところは消して資源

を大事にしていこうという取り組みもしてお

りますので、片っ方で節電をして街路灯を間

引きしているという一方で、住民の皆さんの

声としては、防犯灯、あるいは街灯をここに

つけてほしいという要望が片っ方ではありま

す。

ですから、それはやはり節電するというこ

とも頭に描きながら、防犯上、交通含めた安

全上の確保ができるところについては地域の

皆さん、自治会ですけれども、地域の皆さん

の御理解をいただいて間引き消灯をするとい

うことは、今後とも考えていきたいとそんな

思いであります。ですから、日本全体、世界

全体でどうするかという問題もあると思いま

すけれども、我が町としては、そういうスタ

ンスで今後も取り組みをしていきたいと思い

ます。

宇宙から見たら、日本がピカピカに見える

と、夜、という状態であるそうであります。

ですけれども、今回の原発含めてどうするか

については、国民的な論議も出てくると思い

ますので、そういった中ではこれから先は節

電ということは、やはり避けては通れないの

ではないかなという思いであります。それは

個人の住宅をどうするかも含めての話だと、

そんなふうに思っております。

○議長（古舘繁夫君） １番新鞍峯雄さん。
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○１番（新鞍峯雄君） ただいま本当に町長

の言われたとおりで、今後、電気、無限でな

いということで国民全体といいますか、町民

全体がそういう気持ちになる、なっていかな

ければならない。また、今、予算議会であり

ますけれども、今、町長が言われた限られた

予算の中で、間違いなく経費はどんどんふえ

ていくわけであります。その辺を考慮して、

今度ともしっかりと取り組んでいただきた

い、そういう考えでおります。

次の質問に移ります。

空き家対策についてでありますけれども、

昨年３月１１日に発生した東日本大震災で、

今もなお避難生活を送っている方々、さらに

福島県内では原発事故の影響で、長年住みな

れた土地には二度と戻れない人たちが現在も

相当数おられます。このような方々に一日も

早く新たな人生を歩んでいただくためにも、

行政の協力は不可欠であります。町は被災地

の自治体に対して、美幌町への移住に関する

働きかけ、これまでに行ってきたのかどう

か、町長にお伺いします。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 被災された方が移り

住むということが、かなり精神的な何と言っ

たらいいですか、思いがあると思います。そ

れは県外に出られないという方もたくさん被

災受けた中にいて、自分一人が、あるいは家

族がほかに移るということに対する後ろめた

さというような精神的なものもあると聞いて

おります。それで我々としては、どんどん来

てくださいということではなくて、やはりど

うしても美幌に縁があったりして、こちらの

ほうに来たいという方については、公営住宅

を中心として住居を提供させていただいてい

るということであります。こちらから、さあ

どんどんどんどん来てくださいということに

ついては、今のところ積極的な働きかけとい

うのはしていない状況でありますけれども、

ただ、被災地に対する支援、復興に対する支

援、これについてはいろいろな形あると思い

ますので、息の長い取り組みの中でしっかり

と取り組んでいきたいと、そんなふうに思っ

ております。

○議長（古舘繁夫君） １番新鞍峯雄さん。

○１番（新鞍峯雄君） やはり被災された

方々は、本当に我々の想像を絶するそういう

思いでいると思いますので、これからも継続

してそういう支援というのは続けていくとい

う考えでお願いしたいと思っております。

次にですけれども、今、住んでいる私たち

自然に恵まれた過ごしやすい美幌町、これを

機会あるごとにいろいろな方にメッセージを

発信することが大切であり、それが大きな力

となると思います。今、さまざまな情報がは

んらんしておりますけれども、このような中

で町の宣伝効果を上げるためには、いかにわ

かりやすく発信できるか、要するに美幌町に

１人でも多く住んでいただく、そういう美幌

町を宣伝です。その宣伝費用、これは惜しむ

べきではないと考えております。こういう災

害があったわけですけれども、こういうピン

チを言いかえれば美幌町も逆にチャンスとと

らえて、１人でも多くの移住者を迎え入れる

ことができればと願っております。

次に、持ち主に対する行政指導についての

再質問でありますけれども、先ほどの答弁の

中では２件についての指導を実施し、残り１

４件については現状観察を継続中とのことで

ございます。人通りの多い中心市街地の空き

家の持ち主に対しての管理・監督の指導はも

とより、市街地活性化に向けた新たな対応が

必要になると思われますが、町長の考えをお

伺いします。

○議長（古舘繁夫君） 議員、前段でお話し

した空き家のことについての答弁も求めます

か。（「よろしいです」と呼ぶ者あり）よろ

しいということで、では後段のほう。

町長。

○町長（土谷耕治君） いいということであ

りますけれども、ちょっと答弁させてくださ

い。

災害をチャンスととらえてという見方もあ

ると思いますけれども、我々そういうスタン
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スではなくて、やはり日本のああいうところ

が、一つのエリアが大変困窮しているという

ことは、やはり日本全体で支えなければいけ

ないという思いで我々受け入れるものは受け

入れる、あるいは出向いていけるものは出向

いていくというようなことでとらえておりま

すので、その辺は御理解いただきたいと思い

ますし、ただ、移住・定住の窓口だけはしっ

かり今開いております。それで、ここに対す

る投資をどうするかというところが、非常に

悩ましいのですけれども、ただ、我々として

はやはりこの町に来てくれるのは、医療であ

るとか福祉であるとか景観であるとか、ある

いは生活基盤が整っているかという総合力で

勝負をしたいと。お金を外にかけるよりは、

むしろ町民の皆さんにお金を使うというほう

が、我々は優先度高いと思っていますので、

窓口は開きながらお金を使うということは、

町民の皆さんのために使う。そのことで豊か

になって、ほかから見て美幌に行きたいとい

う思いを総合力で発揮できればと、そんな思

いで取り組んでおります。

それから、空き家の話ですけれども、空き

家のうちはまだいいと思いますけれども、空

き家から今度廃墟に移るというこの区分け、

その中で行政がどういうかかわりを持ってい

くかというと、私有財産であるということが

前提でありますので、これは非常に悩ましい

問題でありますけれども、例えば、空き家状

態でお金がない、あるいは所有者が行方不明

になったときにどうするかというと、やはり

法に頼って代執行で危険なものを除去すると

いう方法もあると思いますし、また、そうい

う状況でないところについては、先ほど答弁

させていただいたように、消防法を含めて対

応する、あるいは建築基準法を対応して善良

な形に戻していただく。こういう指導の仕方

しか今のところ方法見当たらないと思います

けれども、ただ、全国的にはいろいろな取り

組みしています。

例えば、お金を行政的に出して、一部出し

て、それで撤去してもらうという方法も全国

で今取り組みが少しずつ進んでいますので、

私もこの問題はやはり大きな問題だととらえ

ておりますので、いい方向を考えていきたい

なという思いでございます。

○議長（古舘繁夫君） １番新鞍峯雄さん。

○１番（新鞍峯雄君） これから空き家とい

うのはふえても減らないという感じで、そう

いう中で予期せずに突然発生するのが事故で

あります。その原因が人災によるものが非常

に多いということであります。さらに、事故

の後に聞かれる言葉が、あの時こうしていた

ら事故は起きなかったのに、いわゆる無責任

な反省の弁が多いということであります。

先ほどの答弁の中にもありましたけれど

も、少子高齢化が進展していく中、空き家・

廃屋は確実にふえていくということで、事故

を未然に防止し、地域の安全・安心を守る責

任が行政にはあります。そこで定住対策とと

もに、古い空き家の管理体制を含め、空き家

に対する条例の制定を今から考えてはいかが

でしょうか、この件について町長の考えをお

伺いします。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 先ほど、答弁をさせ

ていただきましたけれども、全国的にはいろ

いろな取り組みが今出てきていますので、こ

れらを参考に条例をつくって強制的に公権力

で立ち向かっていくのか、あるいは助成をし

てその中でやっていただけるのがいいのか、

さまざまな方法考えられると思いますので、

その辺は検討の余地が十分あるのではないか

なとは思っております。

いきなり条例化して、美観条例つくって、

もうだめですと、壊しなさいと。だめであれ

ば代執行して、費用は所有者持ちですよとい

うことになるのかどうかはちょっとわかりま

せんけれども、いずれにしても所有者の理解

を得ながら進めるということが、まずは第一

次的な取り組みの方法だと思います。その後

でどうするかは、法的なところに頼らざるを

得ないと思いますので、条例化がいいのかど

うかは、これから検討しなければいけないこ
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とだと思います。今、いきなり条例化します

という答弁も今の段階では難しいと思いま

す。

○議長（古舘繁夫君） １番新鞍峯雄さん。

○１番（新鞍峯雄君） やはり物事には段階

といいますか、いい方向に進めていただきた

いと思います。

次に、３点目の町管理の公共施設に対する

メンテナンスについての再質問をさせていた

だきます。

町の公共施設も老朽化して、本来は改築の

ところ財政状況を考え、修繕して間に合わせ

ておりますけれども、いずれは改築しなけれ

ばならないのであります。答弁にもありまし

たけれども、補助制度を十分に活用して、計

画的に進めていただきたいと願っておりま

す。

そこで今後、大いに利用されていくのが木

材でありますけれども、ＣＯ２を削減し、環

境にも優しく、廃材になってもまきなどに利

用できる、大災害が来てもがれきとして残ら

ないわけであります。管内では地元の木材を

利用し、低炭素社会の実現に着目した公共建

築物が既に数カ所あるわけでありますけれど

も、このような町の施設も改築どきには、地

元の木材を利用されるわけでありますけれど

も、この点について町長に考えをお伺いしま

す。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 公共施設の木材の使

用ということでありますけれども、これは森

林林業再生プランという国の計画がありま

す。その中で平成２４年度の国の予算の中で

も、公共施設に木材を使うということの補助

制度がしっかりとできておりますので、

我々、機会あれば極力木材を使うと。その木

材の中でも、我々の山からとれたＦＳＣの森

林認証のそういった木をしっかりと使うとい

うことが、我々の木材を使った取り組みのさ

らなる加速になるのではないかなと思いま

す。

それで、今、（仮称）文化ホール建設中で

ありますけれども、教育委員会のほうでデー

タ持っていたらお答えいただきたいと思いま

すけれども、多分、ＦＳＣの木材も使ってい

るのではないかなと思いますので、極力でき

るところは使っていきたいなと、そんなふう

に思っております。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（川崎俊郎君） 実際に使っており

ますが、実は材積というか、その量的なもの

今ちょっとお答えする材料持っておりません

ので、申しわけございません。使っているこ

とは事実であります。

○議長（古舘繁夫君） １番新鞍峯雄さん。

○１番（新鞍峯雄君） ２点目の小破修理に

ついてでありますけれども、小破修理といい

ますと、ニュアンス的には修理代は余りかか

らないのではないかという感じでありますけ

れども、実際は割高であるのは、これはいた

し方ないと思っております。

ただ、小破を見過ごしてけがをした事例が

ほかの自治体でありますので、答弁でもあり

ましたけれども、すべての施設を含めて日ご

ろから安全面でのチェック体制は、万全に行

われるよう願っております。

以上でございます。町長のほうで何か話ご

ざいませんか。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 人間の体と、多分同

じだと思います。どこか痛くなければ小破修

繕というか、対処療法的なことをやらないと

いかんのだと思います。

また、定期的な検査をすることによって、

早期に治療できるところについてはするし、

大規模なところは手術みたいなことでやらな

いといかんということで、対処療法的には小

破修繕、そして点検をしっかりしながらメン

テナンスを加えてというのが、長持ちの秘訣

だと思いますので、今後ともそういう取り組

みを継続して進めていきたいと、そのように

思っております。

○議長（古舘繁夫君） １番新鞍峯雄さん。

○１番（新鞍峯雄君） 以上で、私の質問を
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終わります。ありがとうございます。

○議長（古舘繁夫君） 以上で、１番新鞍峯

雄さんの一般質問を終わります。

暫時休憩をいたします。再開を１時３０分

からといたします。

午前１１時４２分 休憩

────────────────

午後 １時３０分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

一般質問を行います。

通告順により、発言を許します。

９番坂田美栄子さん。

○９番（坂田美栄子君）〔登壇〕 私は、３

点について通告してございますので、１項目

ずつ説明をしながら質問させていただきま

す。

まず、最初にＤＶ対策についてです。ＤＶ

の相談窓口の周知についてということで質問

させていただきます。

昨年の３月定例会にも質問をさせていただ

いておりますが、ＤＶの被害は、年々増加し

ている状況にあります。ＤＶにつきましては

説明するまでもなく、配偶者やパートナーか

らの暴力のことで、身体に対する暴力、大声

で怒鳴る言葉の暴力、生活費を渡さない経済

的暴力、性的行為を強要する性的暴力、また

無視することもＤＶに当たります。

担当窓口では、相談内容に応じて関係機関

を紹介しておりますが、一刻を争うこともあ

ります。ＤＶの被害は９割以上が女性である

ことから、配偶者等の目を気にせずＤＶに関

するパンフレット等を手にすることができる

ように、公的施設のトイレなど、相談窓口へ

の連絡先を示す名刺カード大のコンパクトな

ものを設置すべきと考えておりますが、お考

え方を示していただきたいと思います。

次に、福祉行政についてですが、まず一つ

目に、障害者の孤立生活の実態についてとい

うことで質問させていただきます。

本町においては、第３期障がい福祉計画が

今後策定されます。策定段階から、家族・本

人からのアンケートを実施した中で、十分意

見等を取り入れた計画内容となっていると期

待をしているところですが、ここ数カ月間で

の孤立死のニュースが相次ぎ、人口規模、大

都市との違いはあるものの隣近所のおつき合

いや、人としての情けなさに涙をして語る人

は少なくありませんでした。障害を持たれた

方、その家族を含めてこの町で生活している

現状をどこまで把握しているのか、障害者の

孤立生活の実態について、示すことができる

ものがあればお聞かせいただきたいと思いま

す。

福祉の２点目の「妊婦さんの日」の対応に

ついてですが、道は、来年度４月から毎月２

２日を妊婦さんの日として独自に定め、少子

化対策につなげるための方針が出されまし

た。道内の女性１人が、生涯に産む子の推定

を示す合計特殊出生率が、都道府県で下から

２番目とのことから、道民全体で母親になる

人を支える環境を目指す目的のことですが、

町が取り組むべき指針について、お示しでき

るものがあればお聞かせいただきたいと思い

ます。

３点目、町が主体となる町づくりについ

て、まち育講座についてです。

まち育講座については、平成２４年度の執

行方針の中で、自治基本条例に基づく町づく

り講座の開催について取り上げられておりま

すが、新たな取り組みの具体的な内容につい

て、お示しできるものがあればお聞かせいた

だきたいと思います。

以上３点、４項目について質問させていた

だきましたので、よろしくお願いしたいと思

います。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 坂田議員の

質問にお答えをいたしたいと思います。

初めに、ＤＶ対策について。

ＤＶの相談窓口の周知についてであります

が、ＤＶは配偶者やパートナーなどの親密な

関係にある者から、相手方に振るわれる暴力

で、犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害
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です。また、被害者の心身を傷つけるばかり

ではなく、子供など家族の生き方にも大きな

影響を与えることから、ＤＶは家庭内の問題

でなく社会的な問題であると認識していると

ころであります。

本町では、ＤＶの相談窓口を総務部住民活

動グループが担当しており、広報やホーム

ページ、パンフレット等で、夫やパートナー

からの暴力やストーカー行為など悩んでいる

人に対し、随時相談の受け付けを行っており

ます。また、相談の内容によっては、民生担

当、公営住宅担当、教育委員会など関係部署

との連携を図り、必要に応じて美幌警察署、

児童相談所、道立北見相談援助センター、さ

らには民間団体のウイメンズ北見などへつな

げる体制をとっております。

御質問のＤＶに関する名刺カード大のコン

パクトなパンフレットを公的施設のトイレな

どに設置すべきとのことでありますが、現

在、役場庁舎を初めしゃきっとプラザ、コミ

セン、図書館、スポセン、マナセン等に設置

しておりますが、さらに可能な限り他の公共

施設にも設置拡大し、暴力などの根絶に向け

た啓発活動に努めてまいりたいと考えており

ます。

次に、福祉行政について。

障害者の孤立生活の実態についてでありま

すが、平成２４年１月１２日に釧路市で老夫

婦が亡くなり、また１月２０日には札幌市で

知的障害者を含む二人の姉妹が亡くなるとい

う痛ましい事故が続いたところです。

本町の取り組みにつきましては、知的障害

者につきまして、平成２４年２月１日から生

活実態を把握するため、療育手帳交付者１７

１名のうち、町内在住者である１１０名につ

いて実態調査した結果、障害福祉サービスな

どの利用者が４４人、保護者と同居している

方が６５人となり、単身者１人について町と

美幌町地域包括支援センターとで訪問し、本

人と面接し、実態把握したところでありま

す。今後においても包括支援センター、自治

会、民生委員及び関係機関等で見守りを行っ

てまいりたいと考えております。

また、平成２４年度から平成２６年度まで

を計画期間とする第３期障がい福祉計画を策

定する中で、町内にお住まいの身体障害者手

帳、療育手帳、精神保護福祉手帳及び精神通

院に係る自立支援受給者証を所持している

１,４５８人の方にアンケート調査を実施

し、７２０名から回答があり、住まいの状

況、家族構成、不便と感じていること、日常

生活上の要望、障害福祉サービスについて、

仕事、日中の過ごし方、外出についてなど、

生活実態が明らかになったところでありま

す。このアンケート回答者のうち、訪問希望

があった１０６人の障害者について、美幌町

包括支援センターと連携を図りながら実態調

査などを行い、戸別訪問などをし、今後見守

りしていくこととしたところであります。

さらに、水道担当や公営住宅担当などの役

場内関係部局と連携を図るとともに、平成２

４年２月の定例民生委員児童委員協議会にお

いて、災害時要援護者などの見守りを引き続

きお願いしたところであります。

平成２４年１月３０日開催の美幌町障害者

自立支援協議会におきましては、障害者への

地域生活支援体制の整備として、日ごろから

の見守り、支え合い、災害時の支援、障害者

への虐待防止を第３期障がい福祉計画に位置

づけしたところであります。今後におきまし

ては、認知症による徘回のおそれのある高齢

者及び障害者の見守りを関係機関・団体及び

地域が一体となった支援体制づくりを整備し

てまいりたいと考えております。

次に、福祉行政の妊婦さんの対応について

でありますが、北海道では平成２４年度の重

点施策として、社会全体で母親になる人を支

える環境づくりに向け、市町村や企業と連携

し、妊婦さんへの各種配慮や情報提供などに

より、支援体制の推進に取り組む母になる人

への贈り物運動推進事業を行うこととしてお

ります。具体的な対応につきましては、毎月

２２日を妊婦さんの日と設定し、道民の妊婦

さんへの理解を深めてもらうとともに、不安
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や悩みに対応するため全妊婦に対し、産婦人

科医や小児科医のアドバイスが収録されたＤ

ＶＤや育児情報のしおりを配付するなどが計

画されています。

この背景には、核家族化や母親に相談相手

がいないため孤立感を深めるケース、妊婦や

育児によるストレスの高まりがあり、妊婦さ

んの日を設定することで、地域全体で母親に

なる人を支える環境を整え、少子化対策につ

なげようとするものです。

美幌町では、少子化の流れを緩和し、次代

の社会を担う子供が健やかに産まれ育つ環境

を整備するため、平成１６年３月に平成１６

年度から２１年度を前期計画とした美幌町次

世代育成支援行動計画を策定し、平成２２年

度から２６年度までを計画期間とする後期計

画では、母子保健の充実、子育て情報の提

供、産婦人科医医療対策、障害児対策などを

盛り込み、子供と親と地域が育つ子育てが楽

しい町づくりに取り組んでまいりました。

この計画に基づき、平成１７年１月には子

育て拠点施設とするため、コミュニティセン

ターに子育て支援センターを移設し、専任職

員を配置してさまざまな事業を展開しており

ます。子育て支援センターは、毎年延べ１万

人を超える親子の利用があり、子育てに関す

る不安や悩み、孤立感を持っている母親に対

し、相談や子育て、遊びの指導を通じ、子育

てへの自信を養いながら楽しさを知ってもら

い、２人目、３人目の出産につなげるよう子

育て支援を進めているところであります。

さらに、安心して出産や子育てができる支

援といたしまして、平成１８年１０月から

は、２人目の出産を控える方が妊婦健診を受

ける際、養育しているお子さんを一時保育す

る事業を実施し、利用者数も増加しておりま

す。平成１９年１０月から、妊婦に緊急搬送

が必要となった場合に、救急車で搬送するエ

ントリーネット１１９、平成２１年１月から

申請日現在の月齢が２４カ月未満の乳幼児の

保護者を対象に、紙おむつ用ごみ袋として、

美幌町指定ごみ袋を月齢に応じ、最高１２０

枚を支給するエンゼルサポート１２０、さら

に平成２２年４月から町内に出産施設がない

ことにより、妊婦家庭に係る負担を軽減する

ため、町外の医療機関において妊婦健診を受

けた場合、町が交通費を助成するプレママサ

ポート１４を実施してきております。このほ

か平成１６年度から、町立国保病院産婦人科

が休診となったことに伴い、有償ボランティ

アとして乳児を持つ母親の母乳相談などを実

施している母乳育児相談室ピアに、公共施設

を無償貸与し支援しているところです。

また、母子保健事業といたしましては、安

心・安全な妊娠出産ができるよう１４回の妊

婦一般健康診査に係る費用の助成を行うとと

もに、保健師により個別に妊婦さんの相談支

援を行う健康相談や家庭訪問、さらに妊娠や

出産の不安を解消し、仲間同士の交流により

子育ての孤立化を防ぐことを目的としたプレ

ママクラスを１コース、６回の年１８回実施

するなど、町民の御意見・御要望を踏まえ、

多様な子育て支援を実施しております。

こうした結果、美幌町の出生数は昭和６０

年から減少が続いておりましたが、平成２１

年１５３人、２２年１８６人と、前年比３３

人の増加となり、１人の女性が一生の間に産

む子供の数の指標とされている合計特殊出生

率は、平成２２年は全国が１.３９人、全道

では１.２１人、美幌町が１.７９人と、全

道・全国に比べ高くなっております。今後に

おきましても妊婦さんの日はもとより、地域

全体で妊婦さんを支える環境づくりを考えて

いくことが重要であることから、町の制度や

支援を妊婦以外の方もホームページや広報を

通じて周知を図るとともに、子育て支援を町

の重要課題と位置づけ、着実に推進してまい

りたいと考えております。

次に、町民が主体となる町づくりについ

て、まち育講座についてでありますが、昨年

４月１日に施行された美幌町自治基本条例を

生きた条例にするため、１１月にアクション

プランを策定し、これに基づき各種取り組み

を推し進めているところであります。自治基
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本条例の基本原則であります情報共有と町民

参加を推進するため、条例第６条情報提供及

び第１４条町民参加の方法、さらにアクショ

ンプラン、２情報提供の推進、④町民参加の

機会の拡充及び⑯住民への周知に基づき、一

つの手法としてまち育講座を創設したところ

であります。

この講座は、町民、議会及び行政が情報を

共有し、町民の町政への参加や地域活動への

参加を推進するためには、行政が積極的に情

報を提供することが必要不可欠であり、また

行政は町民に対し、町政に関する情報をわか

りやすく説明する責任を有していることか

ら、広く町民に周知し、意見を交換すべき事

項及び町づくりに関する事項について開催す

ることとしたものであります。具体的には、

行政の各担当で抱えている課題や新たな制度

などについて行政が説明を行い、町民の皆さ

んと意見交換により情報を共有し、よりよい

町づくりを進めていこうとするものでありま

す。

この講座の第１回目は、去る１月１９日に

美幌の住民投票制度を考えるをテーマに、ク

イズを交え開催し、大勢の町民の方々に出席

いただきました。今後においてもさまざまな

テーマで、工夫を凝らした講座を開催してい

く計画であります。

また、新年度からはこの講座に加え、町民

の要望に応じて行政が地域に出向いて、町政

に関する説明や意見交換等を行うまち育出前

講座を創設し、より一層情報共有の推進を図

り、町民主体の町づくりを推進してまいりま

す。

以上、御答弁とさせていただきました。よ

ろしくお願いをいたしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ９番坂田美栄子さ

ん。

○９番（坂田美栄子君） それではＤＶの関

係で、再度質問させていただきます。

このＤＶについては、先ほど答弁いただき

ましたように、相談窓口としては総務部住民

活動グループが担当されておりまして、相談

の内容によって、それぞれの関係部署との連

携を図り、北見市の民間団体との協力体制を

とりながら行っていることは、十分承知して

おりますし、適切に対応されていることには

評価をしているところでございます。

ただ、道警の北見方面生活安全課の調査に

よりますと、管内のＤＶの被害認知件数は２

００９年で４８件、１０年で５４件、１１年

で６４件と増加傾向にあります。オホーツク

被害者相談室への相談でも増加傾向にありま

して、年間１２０件寄せられているとのこと

ですので、この問題については特に周囲に知

られたくないという理由から、相談としては

遠く札幌、大阪、それから沖縄などの遠方か

らも相談として寄せられていることが知らさ

れております。

パンフレットにつきましては、公的施設に

設置してあるということで、私も確認させて

いただいておりますので、その点については

承知しているところでございますが、ただ、

大きなパンフレットですと、どうしても目に

入りやすいということなので、できれば名刺

大のコンパクトなパンフレット、また、パン

フレットでなければ名刺大の連絡先、相談の

連絡先というところがわかれば、その人は

きっとポケットに黙って持って帰って、相談

できる体制がとれるのかなというふうなそん

な思いを持っているものですから、できれば

そういうものを例えば公的施設のトイレで

あったり、できれば女性が多く利用している

そういう施設に置いていただければ、利用さ

れるのではないかなというふうに思っている

ところでございます。

私も、北見市とか網走市に置かれているも

のを見本として持ってきたことがございます

ので、今、それを探していたのですが、

ちょっと見つかりませんけれども、本当に名

刺大ぐらいの大きさに北見、網走の相談窓

口、それから札幌の相談センターといったと

ころの電話番号などをきちっと書かれたもの

が置いてあったのを確認してきましたので、

その程度のものでしたら、いつでも準備して
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設置していただけるのではないかなというふ

うに思うのですが、その点についてはいかが

でしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（浅野俊伸君） ただいま坂田議

員の御質問でありますけれども、実はうちの

ほうも前回の坂田議員の質問から、名刺サイ

ズのそういった連絡先の書いてある部分につ

いては、できるだけ置くようにするというこ

とで今回、町長も答弁させていただきました

けれども、今後におきましてもできる限り公

共施設、置けるところには拡大していきたい

なというふうに思っております。実は今、

持ってきておりますけれども、こういったサ

イズで連絡先が書いてあるやつ３種類ぐらい

あるのです。これは既に置いてありますの

で、今後、こういったものを拡大していきた

いなと思っておりますので、よろしくお願い

します。

○議長（古舘繁夫君） ９番坂田美栄子さ

ん。

○９番（坂田美栄子君） 早速準備していた

だいているということなので、すぐにでも設

置していただければと思います。

もう一つだけお願いしたいことは、なく

なったら、なくなったままの状態にならない

で、常にその名刺が入っているような状態で

保てるようにしていただければ、もっとあり

がたいかなと思いますので、その点について

はどうぞよろしくお願いしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（浅野俊伸君） ただいま申し上

げましたように、公的施設にそういったもの

を配備する。さらに、補充するという部分に

ついては連携をとりながら、各施設と連絡取

り合った中で確認して、補充していきたいと

いうふうに考えておりますので、よろしくお

願いします。

○議長（古舘繁夫君） ９番坂田美栄子さ

ん。

○９番（坂田美栄子君） 二つ目の障害者の

孤立生活の実態についてというところで、再

度質問させていただきたいと思います。

けさのテレビのニュースでも流れておりま

したので、皆さん十分御承知のことかと思い

ますが、けさも障害を持った家庭の人たち

が、お二方亡くなられているということは東

京でのニュースでしたが、死後、何カ月も

たっているという状況が判明されました。今

やこのニュースの中にもありますように、東

京、埼玉、札幌、釧路と相次いで痛ましい事

故が続いているということで、本当に障害を

持った人たちと暮らす家族にとっては、不安

をぬぐえないでいるのではないかと想像いた

します。

御答弁にもありましたように、見守りを

行っていくことが大事だろうと私も思ってお

りますが、白石区の姉妹の方は生活保護を申

請していなかったということで、その理由と

しては、周囲の偏見が想像以上であったり、

また、療育手帳を申請するときでさえ後ろめ

たさを感じたり、生活保護の申請はなかなか

できないという話を聞いております。

福祉の支援というのは、みずから申請が基

本なので、精神的なハードルが想像以上に高

いのではないかと言われています。障害を

持った家族は、個人情報との関連や地域の理

解など課題も多く、まだまだ地域で見守る仕

組みや土壌が不十分なので、結局、家族が奮

闘するしかないのかなという焦りを募らせて

いるのではないかと思うところでございま

す。美幌町では今回、第３期美幌町障がい福

祉計画が示されておりますので、その点につ

いては期待をしているところであります。地

域が一体となった支援体制づくり、整備をし

ていくとのことについてですが、そのことに

ついても大いに期待をしたいところと思って

いるところでございます。

生活支援事業、それから情報提供、制度利

用のアドバイスなどが不足しているというこ

とにも、注目していただきたいなと思うとこ

ろでございます。障害を持ったとしても、こ

の町で安心して生活できることが最大の願い

でありますので、そのためには十分環境整備
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について取り組んでいただく必要があると思

いますが、例えば課題が多い中でどの部分か

ら整理されていくのかなというふうに考える

ところもありますので、もし具体的に示して

いただけるものがあればお聞かせいただきた

いと思います。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） つい最近何件か起き

て、きょうもテレビ見ていたら立川市です

か、また亡くなったということで、日本には

古くから五人組だとか自治会だとか、いろい

ろな形で地域でいろいろなことをサポートし

たり、見守りしたりというそういう制度が

あったのですけれども、最近では無縁社会で

あるとか孤立社会であるとか孤立だとかいろ

いろ言われて、非常に身の回りが変わってき

たなと思っております。

そういった意味で障害者の方、ハンディ

キャップ持っている以外もこういうこと起き

るということですから、高齢者福祉計画、あ

るいは障害者の人たちの福祉計画、これのま

ずは着実な取り組みをしながら、あとどうい

うふうに見守っていくかということだと思い

ますので、これは自分だけでなくて、もちろ

ん周りの人のいろいろな見守るもの、そして

公的で見守れるもの、その辺をしっかりうま

く結びつけた中で、やっていかなければいけ

ないのではないかなと思っております。

それで国のほうも最近、去年の４月です

か、こういったことで最小に不幸をとどめよ

うということで、一人一人包摂する社会に対

応する計画をつくり始めているということで

あります。要するに、一人一人を積み込んで

みて見守っていきましょうというようなこと

なので、こういうところがまだ具体的な計画

は出てきておりませんけれども、そういった

ものについても積極的に取り入れながら、や

はり地域・職場・家庭こういったところと

しっかりと見守りをすることが、孤独死の防

止につながっていくと思っておりますので、

そういったことでしっかりと取り組みをして

いきたいと。

もちろん民生委員の方の御苦労も物すごく

していただいております。そのことでも各家

庭に回って状況の見守りをしているほか、本

当に地域の方々がいろいろやっていただい

て、美幌では大きなそういうことありません

けれども、今後も取り組みをしっかりと進め

ていきたいと、そんなふうに思っておりま

す。

○議長（古舘繁夫君） ９番坂田美栄子さ

ん。

○９番（坂田美栄子君） 町長の今お言葉の

ように、美幌では本当に地域のなかで見守っ

ているなという状況は、よく理解しているつ

もりでございますが、やはり障害者に対して

のさまざまの情報の提供というのは、まだま

だ不足しているのではないかなというふうに

思いますので、その点のことについては認識

していただければと思っています。

先ほども申し上げましたが、障害を持つこ

とで家族への負担がかなり大きなウエートを

占めるということと、すべてのことについ

て、生活全体あきらめでしかなくなってし

まっているというのが現状ではないかなとい

うふうに思いますので、少しでも地域が一体

となって支援づくりということが必要なので

すけれども、その地域が一体になって支援す

るその体制づくりというのが、急ぎたいとこ

ろなのですけれども、それがなかなか難しい

ところではないかなというふうに私は実感し

ているところです。

ですが、やっぱり一歩一歩、何から始めて

いくかなというところが一番重要なところな

ので、例えば今、地域づくり、地域のために

一体となって取り組んでいく、もし具体的な

ものがあればお聞かせいただければと思いま

すが、いかがでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（馬場博美君） ただいまの御質

問ですけれども、２点目の１点目なのですけ

れども、やはり制度の周知について、今回の

第３期障がい福祉計画の中でもアンケートを

とった中にも多くの意見が寄せられました。
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そのことについては、実際に協議会の中で

計画書ができた段階で、当然、障害者の協力

のもとにアンケートを提出いただきました。

そのことを踏まえてわかりやすい、障害者に

とっても見れるようなことで、わかりやすい

パンフレットをつくって、全戸に配布してい

きたいというふうに考えてございます。

それと、地域でどう見守るかということな

のですけれども、実は坂田議員おっしゃられ

るとおり、関係団体との打ち合わせを昨年の

１０月に１回行ってございます。これは認知

症を含めて障害者をどうやって地域で守って

いくかということで、それぞれ美幌１１０番

ネットワークの１７団体に、福祉関係団体１

８団体を含めた来年度からできるだけ早く設

立に向けて、美幌町ＳＯＳネットワークに向

けて生活弱者への、あるいは要援護者の実態

把握を適正に保護するために、現在、関係機

関と準備を進めているところでございますの

で御理解いただきたいと思います。よろしく

お願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） ９番坂田美栄子さ

ん。

○９番（坂田美栄子君） 今の御答弁のよう

に、第３期の福祉計画がなされているという

ことと、それから障害者みずからがアンケー

トに参加をして、その声を十分生かした中で

きっと進められていくという思いがあって、

すごい期待をしているところだなというふう

に思うところです。

それで、やっぱり言われているように、障

害者の人はパンフレットを見てもなかなか理

解できないということと、それから話を聞い

てもなかなか理解しづらい状況であるという

ことを再認識していただいて、本当にこの美

幌の町で障害を持っても安心して生活できる

状況をつくっていくのが、私たちなのかなと

いうふうに思っていますので、そこら辺のこ

とも十分検討した中で進めて、一刻も早く安

心して生活できる状況、環境そういうものを

つくっていただきたいというふうに思ってい

ますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。

次に、妊婦さんのところで、再度質問させ

ていただきます。

先ほど、妊婦さんの日で御答弁いただきま

したように、美幌町はさまざまなメニューで

子育て支援に取り組んでいます。全国的に見

ても出生率が高くて、子育て環境が評価され

ているのだなというふうに思っているところ

でございますが、ただ、未婚率はふえてきて

いる状況にありますので、決して油断できる

状況ではないという認識はさせていただいて

おります。

今回、質問をさせていただきましたのは、

合計特殊出生率の都道府県のランキングで、

東京に次いで下から２番目の北海道というこ

とで驚きました。何とかなるべさが、通用し

ないほど落ち込んでしまった出生率の低さに

目を背けずに、しっかりと問題意識を持って

思い切った方針を決めて取り組んでいかなけ

ればならないと、改めて感じさせられまし

た。

道は、先ほども答弁の中にありましたけれ

ども、核家族化や近所づき合いの希薄から、

妊婦や子育て中の母親が相談相手を見つけら

れず、孤立感を深めるケースがふえてきてい

る。また、さらに妊婦や胎児の健康状態を調

べる妊婦健診も受けないまま出生を迎える妊

婦がいることも問題となっております。世界

一安産な国日本の中で、日本一望まぬ妊娠が

多い北海道と言われておりますから、毎月妊

婦さんの日を道民の妊婦さんへの理解を深め

てもらうこととして、母親向けの講習会を開

き、子供を産み育てやすい環境づくりを進め

ることとしたのが、道の今回の働きかけなの

かなというふうに理解をしているところでご

ざいますが、美幌町においては次世代育成支

援行動計画に基づいて、それこそ多様な子育

て支援を実施しておりますので、町のすばら

しい支援体制をもっとＰＲ、町内外に情報を

発信して、美幌町で安心して子育てをしてい

ただく環境づくりをしてはどうかというふう

に思いますが、その点についてはいかがで
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しょうか。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 国も市町村も我が町

も、さまざまな子育てのことをやってきまし

た。それで高くて１.７９ですね、ですから

これ取り戻すということになれば、２世代か

かると一般的に言われておりますので、深刻

な状況ではないかなと思っております。

国の政策もいろいろあると思います。それ

が果たして地方の我々、直接サービスをする

側の意向を十分受けとめているかどうかとい

うことになると、ちょっと疑問な点もありま

すし、道も２２日をこういう日だという位置

づけをしておりますけれども、果たして道は

本気度を持ってこのことに取り組んでいるか

どうかは、これ以上言うとまた怒られたら困

りますのであれですけれども、これもちょっ

と疑問かなと思いますので、我々できること

は次世代育成計画に基づいて、この町ででき

ることはしっかりとやっていきたいと、そん

なふうに思っております。

○議長（古舘繁夫君） ９番坂田美栄子さ

ん。

○９番（坂田美栄子君） 今の町長答弁して

いただいたとおり、今、１.７９％と言われ

ておりますけれども、未婚率、それから出産

をしたくないというところがふえてきている

のが現実であります。やっぱり美幌町として

も子供を産みたい、子供を産んだことによっ

てこれだけの楽しみがある、本当によかった

なと思えるようなそういう制度が、絶対必要

なのだろうなというふうには思っています。

その制度、どんないい制度をつくってもそ

れぞれの個人差があって、これでいいという

ことは決してないのだろうと。それはよく理

解しているところなのですが、ただ、それに

してもやっぱり美幌町で今、出生率が高い状

況を町内外にＰＲして、美幌町でこんな取り

組みをしています、本当に子育てする環境で

ありますよということはＰＲして、一つには

美幌に来て住んでいただければなというふう

に、そういうことも、そういう働きかけも必

要ではないかなというふうに考えているとこ

ろが一つと。

それから、美幌町には産科がないというこ

とで、妊婦健診を受けないで出産を迎える状

況はないのかなという心配もあります。た

だ、乳児相談のピュアというところがあった

りして、それぞれ相談するところはあるので

しょうけれども、本当に産科がないというこ

とは、情報がないということにもつながって

いくので、例えばそのことについてはどうな

のかなという一つの疑問点があります。

それと、あと子育て支援の新たな課題とい

うのが、美幌町についてはどれだけあるのか

なというそんなところも、もし聞かせていた

だけるものがあればお聞かせいただきたい。

３点目、もう一つですが、町としては妊婦

さんの日を新たな取り組みにはしないで今ま

でやってきたそういう制度を十分生かして

やっていこうとしているのか、その点につい

てももし聞かせていただけるものがありまし

たらお願いをしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 産科医がいないとい

うことで、しばらく続いております。このこ

とについては、なかなか産科医の先生方探す

というのは、厳しいと言わざるを得ないと

思っておりますが、そうした中、エントリー

ネットとかそういうことで、里帰り出産の方

もふえてきていると聞いておりますし、これ

を使ってお二人、たしかお二人だと思います

けれども、地元で産んでいただいたというこ

とで、そういう完璧でない中で危機回避とい

いますか、そういう意味合いもあってこうい

うシステムをつくっております。

２回目のとき答弁させていただきましたけ

れども、子供のために何ができるかというこ

とは、きりがないのではないかなと思います

けれども、美幌町でできることは、今まで

やってきたつもりでおりますし、そのことは

ほかのところにＰＲするということも必要だ

と思いますけれども、いずれにしろ計画があ

りますので、それの着実な推進ということが
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基本になるかと思っております。

あと、例えばここで言うと、坂田議員もＮ

ＰＯやっておられるということで、ゼロ歳児

の部分をどうするかとか、やはりいろいろあ

ると思います。これはもう地域の声として

やっぱりありますので、あるいはハンディ

キャップ持たれた方が、保育所へ行ったり保

育園に行ったりという制度をもうちょっと国

の制度として、しっかり取り組んでいただき

たいなという思いも実はちょっと持っており

ます。

質問に十分答えられているかどうかちょっ

と自信ありませんけれども、つけ加えること

があれば、また、担当部長、あるいは主幹か

ら答弁させていただきたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 健康推進主幹。

○健康推進主幹（立花八寿子君） 先ほど、

御質問がありました妊婦健診を受診せずに、

飛び込みで出産された方の御質問がございま

したが、平成２０年度、２１年度、２２年度

の実績を見ますと０件で、飛び込みでの出産

はなかったというふうに認識しております。

以上です。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（馬場博美君） ただいまの御質

問の中で、妊婦さんの日の新たな取り組みな

のですけれども、今現在、先ほど町長から答

弁させていただきましたけれども、子育て支

援センターのほうでいろいろな取り組みを

行ってございます。その中で父親の家事・育

児相談の促進、父親の子育て参加の啓発とい

うことで、子育て支援センターでは父親が利

用できるよう月１回、土・日曜日に開所する

休日開放を行ってございます。

それともう一つ、今回新たに新年度から検

討を始めたいと思いますけれども、毎月２２

日を子育て支援センターに来る方の初めての

日とかあります。その日を妊婦さんの日とい

うふうに位置づけて、始めたいというふうに

検討をしてございます。

なお、ＰＲについては、これらも当然、子

育て支援センターの中で情報を掲載した子育

てガイドブックについて、ホームページ・広

報でもＰＲをさらに進めていきたいというふ

うに考えてございますので、御理解いただき

たいと思います。

以上であります。

○議長（古舘繁夫君） ９番坂田美栄子さ

ん。

○９番（坂田美栄子君） 御答弁いただきま

した。新たな取り組みとして、父親の子育て

支援ということで、また少し充実されていく

のかなというふうに今後の活動に期待をした

いと思います。

次に、町づくり講座について、再度質問さ

せていただきます。

町づくり講座については、自治基本条例に

基づいてアクションプランも策定され、町民

参加や地域活動を推進していくための一つの

手段としてまち育講座が創設され、今後、積

極的に情報が提供されることに期待をしてい

るところです。

まち育講座の具体的な取り組み内容につい

ては、これから示されるのかなということで

期待をしているところですが、行政の各担当

者で課題や新たな制度についての説明を行

い、意見交換によってよりよい町づくりを進

めていくことになりますが、具体的な内容、

メニューを早く提示することも必要かなと考

えているところでございますが、そこで新た

なメニューとともに地域サポーターの連絡・

連携も不可欠な要素となってくると考えてい

るところですが、この点についてはどのよう

な方向で示されるのか、もし聞かせていただ

ける点がありましたらお示しいただきたいと

思います。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（浅野俊伸君） まち育講座の関

係でございますけれども、御承知のように、

１月１９日に２回ほどやっております。さら

に、これを発展させたまち育出前講座という

のも新たに創設した中で、住民の皆様から御

要望があったときには、こちらから出向いて

出前講座をやるということで、この実績も実
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は２月２１日にボランティア団体のほうから

要請がありまして１度開催しております。

また、さらに今月の末に北４丁目自治会の

ほうからも、ぜひやってほしいというような

要望がありますので、今のところその準備を

しているところであります。

それで今後、出前講座のメニューなのです

が、今、各部局でそれぞれ抱えております主

立った内容で、大まかには健康安全だとか、

それから環境に関すること、それから生活に

関すること、町づくり、教育に関することな

どといった大まかな内容でありますけれど

も、これを各原課からどういったメニューを

皆さんに御紹介できるかというのを整理した

上で、スタートさせたいというふうに考えて

おります。もう少しお待ちいただきたいと思

います。

それから、地域サポーター制度とのかかわ

りでありますけれども、地域サポーター制度

というのは当然町づくりの主体ということ

で、自治会が主体になって動いていただいて

いるわけでございますが、その自治会の中の

課題、あるいは問題等について、我々が地域

の自治会のほうに入っていった中で、お互い

に協議した中で問題解決を図っていこうとい

うことで、一部似たところはありますけれど

も、まち育出前講座と地域サポーター制度を

使い分けた中で取り組んでいきたいというふ

うに考えておりますので、よろしくお願いし

たいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ９番坂田美栄子さ

ん。

○９番（坂田美栄子君） 今回まち育講座と

地域サポーター制度については、執行方針の

中で触れられておりましたので、そういう連

携がどこでやるのかなというふうな思いと、

それから地域のまち育講座ではありませんけ

れども、地域サポーターの関連で自治会がす

ごい活動的になっているところと、それから

少しおくれをとっているなというところの自

治会活動の、相当なばらつきがあるのかなと

いうふうな感じもしていますので、例えばま

ち育講座を始めるに当たって、そういう地域

サポーターの人たちとの連携でうまくいくの

ではないかなというふうに、私が勝手に想像

したところでございますので、そんなところ

で大いにお互いの連携をとっていただいて

やってもらえるほうが、より充実できるのか

なというふうに思っていたのですが、全く

別々に考えたほうがよろしいということで理

解をしたらよろしいのでしょうか。

いずれにしてもまち育講座、町づくり、住

民との町づくりを基本にして考えた場合に、

どちらがベターなのかなというふうな思いで

今回質問させていただきましたので、その点

でもしイコールになるのか、またまた別々に

考えたほうがいいということであれば、それ

はそれでどんな方向でいくのかなというふう

に思っていますので、もし聞かせていただけ

るところがあればお願いしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 今回のまち育講座、

あるいは出前講座で、従来やってきたことも

ありますけれども、一つにはサポーター制度

が自治会とのパイプをしっかりつないでいこ

うという、自治会を対象にしているというこ

とであります。これに町長が出向く車座トー

ク、これがこちらから出向いていく、それは

自治会に限らずいろいろなグループだとか、

そういう人のところにこちらから出向いてい

くと。そしてこのまち育講座、あるいは出前

講座、出前講座はこちらから出向いて、これ

は職員が出向いて行くということで、地域の

皆さんとお話をしていくと。そしてまち育講

座については広く自治会のみならず、町民の

皆さん全体的にいろいろなお伝えしたいこ

と、あるいはいろいろなお話をしたいという

ことについては、そちらのほうにという区分

けをしながら、とりあえずスタートさせてい

ただきたいと。

あと、この三つをどう連携させるかは、今

後の課題だと思いますけれども、どこかを全

体的にトータルで出ていく、あるいは説明を

させていただく、連携をとるということが、
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さらに横の連携としてどうとれるかというこ

とについては、今後の課題だと思っておりま

すので、いずれにしろ住民の皆さんと一緒に

仕事をしていく上には、情報の共有というこ

とが極めて重要なので、我々が持っているや

つはいろいろな形で提供しながら、御理解を

いただきながら力を合わせてこの町を進めて

いきたいとそんな思いでありますので、横の

連携はちょっと待っていただければと思いま

す。

○議長（古舘繁夫君） ９番坂田美栄子さ

ん。

○９番（坂田美栄子君） その連携について

は、これから期待をしたいところと思ってお

ります。まち育講座については今年度という

か、重点的にやっていかれるということなの

で、本当にすばらしい町づくりができるので

はないかなというふうに思って期待をしてい

るところですので、できれば情報提供は早目

にしていただければ、住民の人たちはもっと

いろいろな問題点を考えていながら、講座の

中で生かしていけれるのではないかなという

ふうに思いますので、情報提供についてはで

きるだけ早い段階でやっていったらいいので

はないかなというふうに思います。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） これからの時代、や

はり行政だけひとり頑張っても、なかなかこ

の町を先に進めれないという思いがあります

ので、議会の皆さんもそうですし、町民の皆

さんと一体となって、よりよい町づくりのた

めに、さまざまな手段を使いながらこの町を

動かしていきたいと、そんな思いでありま

す。よろしくお願いをしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ９番坂田美栄子さ

ん。

○９番（坂田美栄子君） そのことによって

すばらしい町づくりを期待したいと思いま

す。

以上で終わります。

○議長（古舘繁夫君） 以上で、９番坂田美

栄子さんの一般質問を終わります。

暫時休憩をいたします。再開を２時３５分

からといたします。

午後 ２時２５分 休憩

────────────────

午後 ２時３５分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

一般質問を行います。

通告順により、発言を許します。

８番岡本美代子さん。

○８番（岡本美代子君）〔登壇〕 私は、さ

きに通告しております２点４項目について質

問させていただきます。

まず１点目といたしまして、自殺者防止対

策についてです。

全国の自殺者は、１９９０年代は年間２万

人前後で推移していましたけれども、平成１

０年には３万人以上に増加し、平成１５年に

は３万４,０００人と最多となり、昨年も３

万人を超えたとのことです。

国も自殺対策基本法を施行し、道でも自殺

対策行動計画を策定して、北見保健所では平

成２１年１０月に自殺対策にかかわる機関や

団体などが、自殺対策連絡会議を立ち上げる

などの動きの中で、町でも平成２３年度に自

殺対策費として初めて予算づけされ、期待さ

れたところですけれども、平成２３年度の自

殺対策の進捗状況及び２４年度への新たな取

り組み、お考えがあればお聞かせください。

また、平成２２年度、２３年度のいのちの

電話の相談実績などお知らせください。

２点目といたしまして、教育行政について

です。

１点目、柔道授業への安全対策の取り組み

について。

平成１２年度から、中学校の体育授業で必

修となった武道の中から、男子・女子とも柔

道を学ぶこととなっていますが、柔道を学ぶ

上での安全性について危惧されています。ス

ポーツの中でも柔道は、ほかの競技に比べて

危険度が高いと言われています。昭和５８年

度から平成２１年度までの２７年間で、中学
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校と高校で後遺症が残る柔道事故は２７５件

あり、このうちの３割は授業中であり、中学

校、高校とも死亡事故の５割は、１年生の初

心者が多いとのことです。事故が多いこと

で、文部科学省は全国の教育委員会に、安全

に気を配るように通知をしたとのことです

が、町では安全対策をどのように考えている

かお聞かせください。

教育行政の２点目といたしまして、美幌高

校の生徒確保についてです。

道立高校再編により、平成２３年度から旧

美幌農業高校と旧美幌高校が一斉統合され、

美幌高校として１年を迎えようとしていま

す。関係各位の努力により、統合は極めてス

ムーズに運び、旧２校の特徴を生かした地域

の魅力ある高校として期待されているところ

です。平成２３年度は普通科、地域資源応用

科、生産環境化学科とも生徒数の確保は相当

数あり、関係者一同安心したわけですが、平

成２４年度入学希望者の２月２８日最終出願

状況を見ますと、倍率が普通科０.６、生産

環境化学科０.４、地域資源応用科０.９と、

昨年の出願者数を大きく下回っています。そ

の年度の受験生徒数にも影響されることとは

考えますが、教育委員会としてはどのように

分析されているのかお聞かせください。

３点目といたしまして、旧美幌高校教職員

住宅についてです。

平成２４年度から旧美幌高校は改修され、

美幌中学校として利用開始となりますが、周

辺の旧美幌高校教職員住宅は、現在、道との

間でどのようになっているのかお聞かせくだ

さい。

以上、よろしくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 岡本議員の

質問にお答えをいたしたいと思います。

教育行政については、後ほど教育委員会の

ほうから答弁をさせていただきます。

初めに、自殺者防止対策についてでありま

すが、全国の自殺者数は平成１０年以降、１

３年連続３万人を超えることとなり、北海道

の自殺者数も平成１０年以降１,５００人前

後で推移するなど、極めて深刻な状況にあり

ます。

こうした中、国では自殺対策基本法を平成

１８年１０月に策定し、自殺総合対策大綱や

自殺対策加速化プランを策定し、官民が連携

した総合的な取り組みを進めております。北

海道におきましても平成２１年度から５カ年

間の自殺者対策を総合的、効果的に進めるた

め、平成２０年に北海道自殺対策行動計画を

策定し、関係機関や団体等が連携の上、自殺

のない社会を目指した具体的な取り組みを進

めてきております。

自殺の原因は病気などの健康問題のほか、

倒産、失業、多重債務などの経済や生活の問

題や介護などの家庭問題などが複雑に関係し

ており、個人の問題として片づけられないさ

まざまな社会的要因が背景にあることから、

その対策は社会全体で取り組まなければなら

ない喫緊の問題となっております。

このような状況を踏まえ、北見保健所では

自殺者対策にかかわる機関や団体などがネッ

トワークを構築し、地域特性に応じた総合的

な自殺対策を推進するために、北見保健所管

内自殺対策連絡会議が平成２１年１０月に設

置され、平成２３年３月、北見地域自殺対策

取り決め方針が決定されたところでありま

す。美幌町においては、平成１９年７月、７

名、平成２０年、６名、平成２１年、１０

名、平成２２年、６名、平成２３年では８名

の方が自殺で亡くなっている状況から、北見

地域自殺対策取り決め方針に基づき、平成２

４年１月３１日役場内の関係部局の連携によ

り、自殺対策を総合的に推進するため、美幌

町自殺予防対策庁内連絡会議を開催し、自殺

予防対策の取り組みは、町と関係機関・団体

が連携することが重要であることから、美幌

医師会、北見保健所、美幌警察署、美幌消防

署、学識経験者など１５の個人・機関・団体

をメンバーとする美幌町自殺予防対策推進会

議を２月１６日に立ち上げたところでありま

す。
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御質問の平成２３年度の自殺対策の進捗状

況及び２４年度への新たな取り組みでありま

すが、美幌町自殺予防対策推進会議の中で協

議しておりますが、平成２３年度の取り組み

としては心の健康相談を毎月開催し、本年２

月末現在、１１件の相談実績となっておりま

す。また、産後の母親のメンタルヘルス支

援、特定高齢者把握事業でのスクリーニング

などの事業を実施し、３月には自殺予防対策

啓発用リーフレットを作成し、全戸配布して

いくこととしております。平成２４年度につ

いても心の健康相談、自殺対策講演会の開

催、健康教育として啓発用自殺予防パンフ

レットの作成などを実施し、自殺予防対策の

推進を図ってまいりたいと考えております。

次、いのちの電話の相談実績であります

が、社会福祉法人北海道いのちの電話におい

ては、送受信件数で平成２１年、１万８,３

３６件、平成２２年、１万８,２２０件と

なっており、また社会福祉法人旭川いのちの

電話においては、総受信件数で平成２１年、

１万８,１９７件、平成２２年、１万９,７４

５件となっております。

このようなことから、美幌町においては相

談内容による関係機関の相談窓口を町民全体

に周知を図るとともに、役場内窓口を健康推

進担当とし、自殺予防などの推進を図ってま

いりたいと考えております。

以上、御答弁をさせていただきました。よ

ろしくお願いをしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（川崎俊郎君） それでは、教育行

政についてお答えを申し上げたいと存じま

す。

まず、１点目の柔道授業への安全対策の取

り組みについてであります。

武道授業の進め方としまして、学習指導要

領解説に示されている例示等を参考に、実施

時数や生徒の実態等に応じて指導計画を作成

し、指導内容を明確化いたしてまいります。

議員御指摘の安全対策ですが、武道は相手

と直接的に攻防するという特徴があり、互い

に競技規則を守り、相手を尊重し、公正な態

度で安全に行うことが求められます。

授業においては、自分で自分を律する克己

の心をあらわすものとして、礼儀を守るとい

う考え方があることを理解させ、練習や用具

の準備、後かたづけなど授業時間全体を通し

て、責任感や仲間との連帯感を育てるととも

に、用具や練習場所などの自他の安全に留意

して、積極的に取り組めるよう配慮して指導

をいたしてまいります。

さらには、実際に指導に当たる体育教師の

研修につきましては、北海道教育庁が既に数

回にわたり保健体育授業が改善、充実するた

めの安全対策を含めた説明会・講習会を実施

しており、その中で武道指導の留意点、課題

などを研修しております。

保健・体育の授業は、すべての生徒にとっ

て安全で楽しいものでなければなりません。

しかし、武道を含めた体育活動は、事故やけ

がが発生する危険性を常に伴っており、人為

的要因や施設・設備の状況、自然現象など、

さまざまな要因によって大きな事故につなが

る可能性を有しておりますが、指導に当たる

教員には、体育にけがはつきものという考え

方を排除し、けがは指導者、生徒の努力で回

避できるものという基本的な認識に立ち、安

全管理や安全指導の徹底を図り、万全を尽く

してまいりたいと存じます。

次に、２点目の美幌高校生徒確保について

であります。

昨年度の美幌町内の中学校卒業生徒数は１

９１名でありましたが、本年度の卒業生徒数

は１５９名であります。比較しますと３２名

の減少であり、約一クラス分人数が少なかっ

たことによるものと考えております。

オホーツク中学区の中学校卒業者数におい

ても、平成２２年度の１,５４４名から平成

２３年度の１,５１１名であり、３３名の減

少であります。今後の美幌町の中学校卒業見

込み者数は、平成２４年度には持ち直しまし

て１９７名、平成２５年度では１８７名、平

成２６年度では２０６名、平成２７年度では
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１８８名、平成２８年度では１６３名、平成

２９年度では１９２名、平成３０年度では１

８０名、平成３１年度では１６９名、平成３

２年度では１７８名と推移する予定で、毎年

人数の増減はありますが、緩やかに子供たち

の数が減っていくものと推計をしておりま

す。

したがいまして、本年度、美幌町の中学校

卒業生１５９名は、この推計から極端に少な

い年であったと言えます。今後とも本町の子

供たち、さらにはオホーツク管内の子供たち

が通う美幌高等学校が、子供たちから選択を

され、より一層魅力ある高等学校として歩ん

でくれることを期待しているところでありま

す。

次に、旧美幌高校職員住宅についてであり

ます。

美幌高校に隣接しております教職員住宅

は、教育用財産ではありませんので、北海道

からの無償譲渡の対象とはならず、仮に美幌

町で取得するとした場合は、有償譲渡となり

ます。現在、町内の教職員住宅は充足してお

りますので、この敷地及び教職員住宅を取得

する見込みはございません。

以上、御答弁を申し上げました。

○議長（古舘繁夫君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） それでは、自殺防

止対策のほうから順次説明しながら、答弁を

いただきたいと思います。

私は、平成２２年３月議会でも自殺問題対

策について一般質問をしていますので、なる

べく重ならないように質問していきたいと思

います。

平成２２年３月の町長の答弁では、美幌

バージョンにふさわしいものを何とかつくり

上げていきたいという、大まかな答弁だった

と思います。そのとおり、大変前向きに昨年

予算づけして、内々の勉強会とかそういうと

ころに使いますよという話で、ことしもさら

に予算がついて、新年度の執行方針の中でも

ありましたけれども、ことしはいよいよ美幌

町でも自殺防止対策について、目に見える形

で何とか進んでいくのだなというふうに期待

をするところなのですけれども、何点か再質

問させてください。

２月１６日に、美幌の自殺予防対策推進会

議を立ち上げたとのことですけれども、その

１５個人・機関・団体で立ち上げたというこ

となのですけれども、これはこの団体がずっ

とかかわっていくのか、そしてそれは大まか

にというか、公表していくものなのか、その

辺のところをちょっとお聞かせください。

それと、役場の中の窓口を健康推進担当と

したとのことなのですけれども、それはどの

ぐらいの人なのか。みんなが例えば同じよう

に勉強を積んでいくのか、１人とか２人とか

深く掘り下げていくのか、その辺のことをお

知らせください。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（馬場博美君） ただいま御質問

ありました点について御説明申し上げます。

２月１６日に立ち上げた美幌町自殺予防推

進会議のメンバーについてですけれども、こ

れは１５団体ということで、美幌医師会、北

見保健所、北見児童相談所、美幌町小中学校

校長会、美幌町教育委員会、学識経験者、北

見方面美幌警察署、美幌・津別広域事務組合

美幌消防署、北見公共安定所美幌分室、商工

会議所、社会福祉協議会、それと美幌民生児

童委員協議会、消費者協会、美幌町地域包括

支援センターで構成されました。

今後の１５団体のことなのですけれども、

これは当然、今後、岡本議員さん御指摘のと

おり、関係機関の団体の公表も含めてやって

いきたいというふうに考えてございます。こ

れは第１回目立ち上げた中で、この団体にこ

だわることなくいろいろな意見を聞きなが

ら、また進めていきたいというふうに考えて

ございます。

それと、健康推進の窓口につきましては、

これは今まで障害担当で実際やってございま

した。今回こういった中で、やはり自殺の関

連要因については、経済、健康、それから家
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庭の環境の複雑な問題があり、やっぱりほと

んどの自殺の中には精神疾患含むメンタルヘ

ルスの問題があると言われています。心の問

題と体の問題を含めて、健康づくりを支援す

る体制が保健師だということで、今回から窓

口を保健師の健康推進で全員で受けれる８名

体制の中で対応していきたいというふうに考

えてございます。

そういった中で受けるに当たっても、そう

いったいろいろなケースがございます。個別

に保健師が相談に乗って、ケース会を開いた

り、保健師の資質、対策、研修も含めて北見

保健所管内で行われている自殺予防研修会な

どに参加しながら、ゲートキーパーの研修も

参加しながら対応をしてまいりたいというふ

うに考えてございます。よろしくお願いいた

します。

○議長（古舘繁夫君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） 昨年は、交通事故

の死亡者がゼロだったというふうに聞いて、

大変よかったなと思っていますし、交通安全

の取り組みというのは美幌はとても一生懸命

やっています。過去ですけれども、８人とか

１０人とか本当にとうとい命が失われて、そ

してまた人生ではつまずきがあっても絶対や

り直せるのだということで、一時乗り越える

ことができればまた次につながれるというこ

とで、より一生懸命これからも取り組んでい

ただきたいと思います。

取り組みによって減らせるということで

は、２月１２日の朝日新聞だったのですけれ

ども、東京足立区の取り組みというのが新聞

に出ていました。ここは東京の中でも下町と

言われて、一番都内で自殺が多かった。だけ

れども、その取り組み、先ほど民生部長が説

明いただきましたけれども、体の問題、経済

的な問題そういういろいろなことで、ネット

ワーク化しながら取り組んだことによって２

割、今、今減らせているということで、やっ

ぱり取り組みによっては減らすことができる

というのでは、本当に交通安全の問題なんか

と同じでないかなと思っています。

それと、その新聞の中に書いてあったので

すけれども、先ほど民生部長が説明いただき

ましたように、その原因はいろいろである

と。結局、そこにいろいろな原因を持ちつつ

も、その７割の方が、何らかの相談窓口に訪

れている。３割の方は訪れていないというの

ですけれども、７割の方が必ず窓口を訪れて

いる。そのときの相談に来た中から、よりリ

スクの高い人を見つけて、次につなげていく

ということをやっているらしいのですね。

例えば、債務の問題の相談に来た、そうし

たら次に弁護士のところへ行ったとか、それ

から体の病気の問題だったら、次に病院へ

行ったとか、そこで終わりでなく次を必ず追

跡というのですか、そういったうに相談に来

た人からリスクの高い人を見つけて、窓口や

相談機関がネットワーク化を図ってつないで

いくというやり方が、２割減少を、実績をつ

くったということですので、それをいい教訓

にして、私、前にも申し上げましたけれど

も、小さな町でそういう自殺対策ということ

は、余り大きな声では言えないのかなという

ふうに思いますけれども、やっぱり小さな町

だからこそできることがあるのではないかな

というふうに思っています。

今、先ほどの孤独死の問題なんかもそうな

のですけれども、やっぱり個人情報保護法で

余り人が、人の中に入っていかなくなった。

でもやっぱり孤独死の問題もそうですけれど

も、こういう不安を感じた人にもうちょっ

と、ある時にはうるさがられるかもしれませ

んけれども、もうちょっとみんなお節介に

なってもいいのではないかというようなとこ

ろもありまして、実に私もそう思っていま

す。このぐらいの人口だからできる美幌バー

ジョンというものを、より確実にしていって

いただきたいと思います。

町の中でいろいろな人が、いろいろな役割

を担っていますけれども、ネットワーク化、

先ほどのＳＯＳネットワークとか、私、前に

も申し上げたのですけれども、不審者情報、
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あれはかなりの人が登録していて、ネットと

いうかメールで配信されますけれども、そう

いうふうにいろいろな新しい美幌の形という

ものをぜひ期待したいところですので、町長

からもう一度答弁いただきたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 岡本議員、交通事故

死のこともちょっと触れられておりました。

私も３万人が亡くなる、しかも１４年続けて

ということで、いろいろほかのところでどう

なのかなと思いましてちょっと調べてみまし

たけれども、昭和３４年に交通事故で亡く

なった方が１万７９人だそうです。これが

ずっと昭和５０年まで１万人が続いたという

ことであります。そして一時１万人を切った

のですけれども、６３年にまた１万人を超え

て、平成５年まで１万人を超える交通事故死

の方がおられたということであります。

それで交通事故の場合、交通戦争という言

葉もできたくらいでありますから、相当ひど

いという認識あったと思いますけれども、一

方で、自殺者が１４年間で３万人という、交

通事故から比べてもかなり多いと思います。

それで今回の３.１１の大災時で亡くなられ

た方が、この３月５日で１万５,８５４人だ

そうです。そして不明の方が３,２７４人だ

そうです。ですから、こういった数字から見

ても、また最近の戦争で言うと、僕、産まれ

てなかったと思いますけれども、日清戦争で

２年間で１万７,００人ということですか

ら、この３万人という数字がいかに大きいか

ということだと思います。

そういった意味で、やはり個人の問題でみ

ずから命を絶つという、結果的にそこなので

すけれども、その要因としては、やはり社会

的な要因があるだろうということで、国も本

格的に腰を上げて対策を打つと。それで私ど

もも、それに呼応する形でことしに入ってか

ら、先ほどお話ししたように１５の団体・個

人で会議をつくって、組織をつくって、これ

から本格的な取り組みということになると思

いますから、どういうことができるかもしっ

かりとその中で協議していきたいと。

ただ、これは心の中の内の内のことがきっ

かけになるということで、なかなか外見上わ

かりにくいということもあって、事の難しさ

も感じながら、セーフティネットとしてどう

いうものができるかどうか、それは今後十分

協議していきたいと、そんなふうに思ってい

ます。

○議長（古舘繁夫君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） 町長に、大変前向

きな答弁いただきましたので、これからます

ます期待したいところですし、やっぱり住民

というか、町民一人一人がある意味役割があ

るなというふうに思っています。それは家庭

の中だったり、地域の中だったり、そういう

啓蒙・啓発もことし進むのだろうなというふ

うに思っています。

昨年の７月５日、６日だと思うのですけれ

ども、議員研修会が札幌でありまして、コン

ベンションセンターに行ったのです。トイレ

に入りましたら、パンフレットというのです

か、そういうのがあって、「ひとり悩んでい

ませんか」とかという、そういう投げかけの

パンフレットが置いていました。そして私、

感心したのは、どこにでも置いてあるのかな

と思って何カ所か行ってみたのですけれど

も、それぞれ違う言葉があった、投げかけの

言葉が、それぞれ違う言葉があったので、大

変感心しました。美幌でも、特にこれから前

向きに取り組んでいただけるということです

ので、自殺対策に対しては、これで終わらせ

ていただきます。

次に、教育委員会のほうになりますけれど

も、それでは柔道の教育のほうから説明させ

ていただきたいと思います。

午前中に、５番議員が同じような質問をい

たしましたので、なるべく重ならないように

やっていきたいと思いますけれども、きのう

の道新でも、道議会でも７日にこのことにつ

いて一般質問した議員がいて、北海道でも２

００６年から１０年間に柔道による３週間以
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上のけがが１２件あったと。うち１人は高機

能障害ですか、本当に重要なことになったと

いうふうに書かれています。

それから、教育長の答弁もありましたけれ

ども、これからいろいろとまだ道でも指導を

つくったりして、まだ新たに今年度中にそう

いうことが来るということですので、これか

らやろうしていることに余り不安だぞ、不安

だぞということもどうかとは思いますけれど

も、そしてその不安材料の中にも人材不足と

いうことが言われていましたね。

先ほどの教育長の答弁で、人材不足は美幌

は解消するのかなと思ったのですよね、体育

教師と言えども、だれもが柔道を得意をして

はいないというふうに聞いているのもあった

のですけれども、美幌はそれぞれの学校に有

段者がいるよと、そして役場庁舎にもいるよ

と、もちろん町の中にもいるよということ

だったのですけれども、その点ではひとつ安

心しているのかなと思うのですけれども、安

心していい材料かなとは思うのですけれど

も、例えば、柔道のことに対してこれだけ報

道されたり何かして、学校側と教育委員会が

こういうことについて打ち合わせをしたこと

というのは何回かあるのでしょうか、まずそ

の点をお聞きしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（川崎俊郎君） 議員、御承知のと

おり、平成２４年度から新学習指導要領の中

で武道、美幌町は柔道でありますけれども、

選択をしたということであります。

現実に、実は午前中にもちょっとお答えを

しておりますけれども、年間の授業時数、柔

道にかかわって割ける時数が、約１０コマ前

後であります。１コマ、５０分ですけれど

も、そういう時間数の中で柔道を指導すると

いうことになるわけですけれども、さまざま

な新聞報道も含めて、今、議員御指摘のとお

り、柔道の事故にかかわっての懸念が表明を

されているということもございますし、美幌

町としては直ちに１学期から柔道の授業をス

タートするということではなくて、恐らく今

の状況からいくと、９月、１０月ぐらいから

スタートすることになるだろうというふうに

思っています。

当然、それまでの間に、道教委のほうから

もさまざまな指導、改めて指導をする、ある

いは指導書の作成をするということもござい

ますので、それまでの間、危険回避のための

具体的なものをつくっていきたいというふう

に思っています。

ただ、２４年度から、いずれにしてもス

タートする時期は若干おくれますけれども、

２４年度からということでありますから、こ

の間も校長会開催をした中では、柔道授業に

当たって最大限の危険回避のさまざまな取り

組みをお願いをしますということでありま

す。ただ、お願いをしますということだけで

は、これは前に進まない部分もあろうかと思

いますので、当然、その中には町内の有段者

の方、柔道協会ございますし、先ほど申し上

げましたけれども、教育委員会にも有段者が

おりますけれども、中学校の体育授業をする

先生方との連携なども、当然、考えていかな

ければならないだろうなというふうに思って

います。

○議長（古舘繁夫君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） よくわかりまし

た。町の中の人材を、スポーツの中で指導者

として、部活の中で指導者としてお願いする

というのは今まで、中学校はちょっとわから

ないのですけれども、高校なんかではあった

のですね。指導というか、部活のほうなので

すけれども、それは。そういうことで、町に

はそういう人材がいるということで、これか

ら例えば、体育の先生１人と３０人になるの

か、４０人になるのか、それはわかりません

けれども、報じられている中ではやっぱり出

だしのところ。１年生のところで部活にして

も、何にしてもけがが多いということで、そ

このところが大切で、これから町内の人材を

使いながら、皆さんで安全な柔道教育のほう

にぜひ取り組んでいただきたいと思います。



－ 90 －

時数は１０時間ぐらいだよ、１０時間とい

うか、５０分の１０コマぐらいだよというこ

とですけれども、体育というかそういう競技

でなければできない礼とか作法とか、そうい

うのもありますので、決して否定するわけで

はないのですけれども、２年ぐらい前からこ

ういうことがいろいろ言われていまして、残

念なことにフランスでは余り柔道の事故がな

いというのも、日本から比べたらフランスは

非常に事故が少ないということで、すっかり

お家芸を取られたのだなというふうに考えて

います。

父兄としても、これだけ事故が多いとか、

テレビとか新聞とかで報道されましたら、う

ちの子、ちょっと気弱いのだけれども、どう

するのだろうとかというちょっと不安なとこ

ろもあるのではないかなと思いますので、そ

の辺のところも。今、何か嫌なことがあると

学校に行かなくなるということが多いので、

その辺のところの周知も、ちょっと気を配っ

ていただきたいなというふうに思います。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（川崎俊郎君） 柔道で事故が起き

るというのは、スタート時点で一番気をつけ

てなければならないのは、柔道着を着て、畳

の上でということなのですけれども、子供た

ちが勝手にというか、勝手にという言い方あ

れでしょうか、まだ基礎も何もない中でいき

なり乱取りみたいな話になると、これはいろ

いろな問題出てくるだろうと思います。

まさに柔道、これは柔道という競技を、競

技をと言っていいのでしょうか、を教えると

いうことではあるのですが、一番主眼に置か

なければいけないのは、武道を通して、武道

はまさに礼に始まり礼に終わるということで

ありますから、そういう精神的な部分も含め

て、これが十分に初期段階、スタート時点で

しっかり伝えなければならないことだろうと

いうふうに思いますし、当然、柔道の実際に

柔道の授業をやるときには、まずは基本をと

いうことになると思います。

私、柔道のこと余り詳しくございませんけ

れども、まずは礼儀作法というところから

入った上で、なおかつ、まず受け身なのだろ

うなというふうに思います。ですから直ちに

柔道の授業が始まって、いきなり相手と組み

合って、わざをかけ合うということには、こ

れはならないだろうというふうに思っていま

す。そういうところからスタートということ

でありますので、テレビや何かで柔道の競技

や何かが出る場合ありますけれども、あれを

直ちにイメージするということは、これは違

うというふうにお答えをしておきたいという

ふうに思います。

それから、この指導に当たって、学校の先

生、体育の先生だけ、たまたまうまいぐあい

にと言ったらあれですけれども、今回の来る

先生が有段者なのですよね。それはたまたま

そういうことであるだけであって、必ずしも

ではいつの時代も有段者がいるかというと、

そうはなりませんので、当然、町内のそうい

う知識経験をお持ちの先生方との連携は必要

だろうというふうに思います。

これは先走った言い方になるかもしれませ

んけれども、今の小学校においては、外部講

師でスキー・スケート、それに水泳をやって

おりますが、これを直ちに柔道において外部

講師を招聘をしてやるということは、これは

まずスターとして、先生方の取り組みがどう

なるかということが見きわめた上でないと、

外部講師を直ちにということはできませんけ

れども、将来的にはそんなことも考えていか

なければならないような状況が出てくるとい

うようなことも想定はいたしているところで

あります。

○議長（古舘繁夫君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） 美幌は、その人材

に恵まれている、そしてそういう人材を余す

ことなく連携の中で活用していく考えがある

という教育長の柔軟な考えを聞いて安心いた

しました。

それから、次に、美幌高校の生徒確保のほ

うに入らせていただきます。
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３月１日に、美幌高校の第１回の卒業式が

ありまして、私も同窓会の役員として出席さ

せていただきました。１３６名の生徒が、第

１回卒業生として巣立っていったわけですけ

れども、高校再編の計画が道教委により発表

されてから、町長、そして教育長も大変御苦

労されましたので、町長も祝辞を述べられま

したけれども、今まで以上に感慨深いものが

あったのではないかなというふうに思ってい

ます。

ことしの卒業生は１３６名ということです

ので、在校生を含めると約４００名近い生徒

数というふうに考えます。過去の美幌農業高

校、美幌高校の卒業式から見ると、もっと過

去は別ですけれども、生徒数の多さが感じら

れました。特に、式歌のときなどは迫力があ

るものでした。一定の数を確保するというこ

とは、非常に大きな力になるのだなというふ

うに私も感じました。力強い式歌を聞きなが

ら、このくらいの生徒数を保っていかなけれ

ばというふうに私も強く感じたところです。

実際に二つの学校が一つになることで、大

変よい面が出ているというような話も聞いて

います。美農ショップも少ない生徒になった

中からも、引き続き取り組んでいただいてい

ますし、このことに対してもある一定程度の

生徒数が確保できなければ、非常に難しく

なってくると考えています。

答弁では、来年度は中学卒業生は回復して

いくようなのですけれども、なかなか安心し

できるものではないなというふうに感じてい

ます。いろいろ非常に統合について苦労され

た町長、教育長、今後も美幌高校に対してい

ろいろな思いがあるかと思いますけれども、

もしよければ、町長、卒業式に出て祝辞述べ

られていましたので、何か感想がありました

らお聞かせください。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 卒業式・入学式ずっ

と出ささせていただいております。入学式に

ついては、本当に気持ちがあらわれるような

整然とした式典を子供たち先頭にしていただ

いて、本当に子供のこといろいろ言われます

けれども、美幌の子は将来に向かって大丈夫

だと、そんな印象を受けておりますし、ま

た、卒業式は毎回涙があふれるほどの感動的

な式典になっているということで、こちらも

本当にすばらしいなと思ってます。

それで２校を１校にして、今回卒業式に出

て改めて思いました。これは正しかったこと

だなと、今、第一歩を記したわけですから、

これから学生たち、あるいはＰＴＡ、学校の

先生はもちろんですけれども、新しい歴史を

しっかりとつくっていっていただけるのでは

ないかなと思っております。勉強も部活もそ

の他青春時代の思い出も、すべてしっかりと

できるのではないかなというそういう思いを

しておりますので、そういった面からも２校

を１校にして私はよかったと思っておりま

す。

感想としては、以上であります。

○議長（古舘繁夫君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） 二つあるときは、

生徒数がどんどん減ってきて、間口なんかも

削減されることに大変危機感を覚えて、それ

ぞれ２校が一生懸命だった時代もあります

ね。それで生徒数の確保ということで言え

ば、来年は少し回復する、３２名でしたかふ

えるということで、回復すると一番いいこと

なのですけれども、今、高校の無償化になっ

たことに対して、生徒が行ける範囲がふえた

というのですか、経済的に行ける範囲がふえ

た、費用負担を考えて行ける範囲がふえたの

で、これまで以上に選ばれる学校というので

厳しくなるというふうな報道もありました。

だからといって道立高校に、では生徒確保

の何ができるかという新たなというか、新た

なものとか、それからこういうことならでき

るよとかという、もし教育長が考えているこ

とがありましたらお知らせください。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（川崎俊郎君） 正直申し上げて、

これだというものはございません。ただ、美
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幌高等学校が、今、町長も話されておりまし

たですけれども、学業もスポーツもあるいは

文化的な活動も含めてそういうものにしっか

り取り組んで、その成果が上がってくれば当

然のことながら、結果として、この美幌の子

供たち、あるいはその周辺の子供たちも含め

て、この学校を選択されるということなのだ

ろうと思います。ですから、これは何かこう

やろうということではなくて、地道な取り組

み姿勢といいましょうか、そういうものがと

ても大事なのだろうというふうに思います。

そういう意味では、今、ことしの卒業式、

本当にこの１年間統合されて、学校現場にお

いては融合ですとか、いろいろなことを含め

て大変な思いというよりは、さまざまな取り

組みをしてきたというふうに思います。その

結果の今回統合されての１回目の卒業式、大

変感動的なすばらしい卒業式であったという

ふうに聞いています。

結果として、時代の趨勢全く度外視して、

これからの高校のことを考えていくと、それ

は度外視できないということも現実にありま

すけれども、ただ、美幌高校唯一の美幌町内

の高校でありますので、それは今後とも一定

のレベルを保って、人数的なことも含めて今

後も存続をしていくと、そういう意味で地道

に活動をしていく、これが大事だろうという

ふうに思っています。

○議長（古舘繁夫君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） 平成１３年くらい

から間口削減に始まっていろいろなことが

あって、本当に２校を一つにして一安心とい

うところで自分も感じていたのですけれど

も、これはなかなかやっぱり一安心はできな

いなと。常にたった一つ残った高校として見

守り、全員がそれぞれの立場で見守っていか

なかったら、なかなかこれも生徒数も含めて

厳しいものになるのではないかなというふう

に、私は感動的だっただけに新たな自分に対

しても、すごくまた活を入れたいところです

けれども、町長も教育長も大変その辺のとこ

ろは常に気を配っていただくというふうに受

け取りまして、この質問終わらせていただき

たいと思います。

もし、教育長、何かありましたら。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（川崎俊郎君） 私も美幌高校の卒

業生の１人であります。確かに、子供たちに

選んでいただけるようなそういう学校づくり

大切でありますし、片っ方で地域の皆さん

が、美幌町民の皆さん方がこの美幌高校を支

えていたと。そういう意味では、美高ショッ

プもこの２月が本年度最後だということで報

道もございましたですけれども、たくさんの

方見えていただいていると。子供たちの活動

をしっかり地域の皆さんが見守っていただい

ているということもございますし、１年、統

合があってちょっと中断をしたのですが、美

幌高校さん、大変忙しい中で町民対象とした

開放講座、また２４年度からスタートいただ

けると。そういう意味で、高校としても地域

に向かって、さまざまな取り組みをしており

ますし、片っ方では町民の皆さんにしっかり

見守っていただいていると。こういう状況に

ありますので、本当にことしなぜか、いきな

り卒業生が減っています。これがなぜだか

ちょっとわかりません。丙午かなと思ったの

ですけれども、そうではないのですよね。ま

た、戻るということですので、それに来年ふ

えるから、またもとに戻るのだという油断は

禁物と思っています。そういうところで頑

張っています。

○議長（古舘繁夫君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） それでは、次に、

旧美幌高校の教職員住宅について入らせてい

ただきます。

答弁で、教職員住宅は教育用財産ではない

ので、道からの無償譲渡の対象ではないと。

町で取得するとしたら、有償ですよというこ

となのですけれども、今、町の教職員住宅は

これ以上ふやすというか、足りているという

ことですので、取得する見込みもないという



－ 93 －

ことの答弁なのですけれども、それではこれ

はどうなるのか。外見から見たら塗り直して

いるとか、きれいなようなふうに見えます

し、耐震化がどうなのかとか、そういう道の

財産ですから町がどのぐらい把握しているか

ということはありますけれども、ほとんどあ

そこには数戸しか、１戸かしか人入っていな

いと思うのですよね。そんなので、今後、ど

のようになっていくのかなと、あそこに中学

校が来てもその後どうなっていくのかとい

う、これ以上の答弁はあるのかないのか、

ちょっとお知らせください。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（川崎俊郎君） 経過をちょっとお

知らせをいたしたいと思います。

統合に当たって、さまざまな道教委に対し

て、北海道に対して校舎の整備も含めていろ

いろな要望をした中で、実は教職員住宅どう

するのだという話ございました。これは財産

区分が違いまして、教育財産については無償

譲渡ということは当然決まっておりましたで

すけれども、これは教職員住宅でありますの

でちょっと区分が違います。

うちらが要らないというか、必要としない

ということになったときに、では学校すぐそ

ばにあって、いずれどんどん劣化をしてい

く、取り壊すとか、あるいは今の状態で、た

またま今１人入っていらっしゃるのですけれ

ども、これも美幌高校の教員住宅はそれなり

に充足していますから、たまたま移っていな

いだけの話というふうに聞いているのです。

そうすると空き家状態ですね、道教委に対

しては、あのまま放置されるのですかと、ベ

ニヤ板でも張ってあのまま放置しておくの

は、私たち美観上も、それからもちろん学校

施設のすぐ隣りですから、いろいろな反響と

いいましょうか、管理の上でも非常に問題が

出てくるということを申し上げているので

す。だから、「取り壊して金かかるのなら、

くれたっていいでしょう」という話もしたこ

とはあるのですが、ただ、それは今の道の財

政、あるいはその中では、そのような形には

なっておりません。

では、うちらがもらってどうするのだとい

う問題が一つあります。今の教職員住宅、校

長住宅、教頭住宅も含めたあの教職員住宅に

ついては、あのままで使用するには使用に耐

えないと思います。とすれば、例えば無償譲

渡されたとしても当然リニューアル、その他

の経費がかかってまいります。では、そこを

使って、今、美幌町の教職員住宅が全く足り

なくてという状況にあるなら、そういうこと

も当然考えていかなければならないですけれ

ども、実は若干今のうちの所有している教職

員住宅、余裕がございます。

そういう中で、有償で購入するということ

にはならないということであります。道教委

に対して、取得しないということであります

から、道教委としては、どうされるのでしょ

うかということは、私どもは申し上げていか

なければならないというふうに思います。

○議長（古舘繁夫君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） 余り時間もなくな

りましたので、あの辺に中学校が来るとなれ

ば、それこそ窓ガラス割ったとかいろいろな

問題がまた起きてくるかなと思いますので、

有償でというのもわからないですけれども、

今後引き続き環境整備として道といろいろ折

衝していくのは町長なのでしょうか、今後、

その辺のことをちょっとお知らせください。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（川崎俊郎君） 道教委に対して

は、教育委員会のみならず町長も出札の折に

は道教委に立ち寄って、さまざまな要望をし

ていただいております。この件についてもあ

のままベニヤで覆って、そのまま放置してお

くというのは問題ありますし、ましてやその

ままの状態なら、今、ガラスの問題とかいろ

いろな問題出てきますので、これは本当に

「さあ始末つけてください」という形で、私

どもは要望していくことになろうかと思いま

す。

○議長（古舘繁夫君） 以上で、８番岡本美
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代子さんの一般質問を終わります。

─────────────────────

◎会議時間延長の議決

○議長（古舘繁夫君） お諮りいたします。

あらかじめ会議時間の延長をいたしたいと

思いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、あらかじめ会議時間の延長を

することに決定いたしました。

暫時休憩をいたします。再開は、３時４５

分といたします。

午後 ３時３１分 休憩

─────────────────

午後 ３時４５分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

─────────────────────

◎日程第２ 一般質問

○議長（古舘繁夫君） 一般質問を行いま

す。

通告順により、発言を許します。

次に、２番大江道男さん。

○２番（大江道男君）〔登壇〕 私は、既に

通告しております３点について、以下質問を

行います。

その第１は、生活弱者の孤立死防止策につ

いてであります。

美幌町の電気・ガスなどの供給停止世帯状

況について、最初にお聞きいたします。

前段でもお話ありましたが、生活弱者の孤

立死は道内でもあるいは全国的にも今、広が

りを見せておりまして、町民が高い関心を示

しております。２月２４日、議会と連合町内

会との懇談の中でも問題提起されたところで

ございます。

そこで第１に伺います。

極めて寒い美幌町で生きていくための必要

不可欠な電気・ガス・水道・灯油などいわゆ

るライフラインが、経済的な理由で停止され

ている世帯及び人数を町としてどのように把

握されているか伺います。

二つ目は、生活困窮、要保護状況にあるこ

とを理由に電気などの供給停止を猶予された

事例、あるいは生活保護適用に至った事例は

把握されているかどうかお伺いをいたしまし

す。

大きな二つ目は、電気など供給業者などと

町との連絡・連携体制についてであります。

生活弱者、要保護者の把握のために、電

気・ガス・水道・灯油の供給業者及び役場内

の関係部局、居宅介護支援事業者などとの連

絡・連携体制について、具体的にお示しをい

ただきたいと存じます。

３点目は、美幌町としての要保護者対応に

ついてであります。

その一つは、町内の知的障害者、重度の要

介護認定者を町として実態調査されているか

どうか伺います。

二つ目は、電気・ガス・水道・灯油などの

供給業者及び関係部局及び居宅介護支援事業

者など、福祉サービス提供業者との連絡・連

携体制の強化を図り、生活弱者、要保護者の

実態把握と適正な保護の実施に向けたネット

ワーク構築が求められていると思いますが、

いかがでしょうか。

この点の３点目は、特にこの寒い厳寒期に

は、生活弱者、要保護世帯へのライフライン

を維持することを美幌町の原則として貫いて

いただきたいと思うところでありますが、い

かがでしょうか。

大きな２点目は、再生可能エネルギー導入

についてであります。

その一つは、美幌町のＣＯ２排出量削減の

年次計画についてであります。

美幌町新エネルギービジョンで示されたＣ

Ｏ２削減計画の進捗状況について、到達点を

どのように評価されていますか、伺います。

この２点目は、地球温暖化防止京都議定書

では、日本は２０１２年度までに１９９０年

対比ＣＯ２排出量をマイナス６％とされてお

りまして、さらに今後の地球温暖化防止のた

めには２０５０年までにＣＯ２排出量を同じ
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くマイナス５０％、これは研究者の間の主流

の主張ということでありますが、マイナス５

０％が目標とされているようであります。美

幌町での目標達成に向けて、ロードマップの

作成、具体的な推進体制をどのように検討さ

れていますか、伺います。

また、行政みずから各種施設への再生可能

エネルギー導入を計画的に推進する必要があ

る、このように思いますが、いかがでしょう

か。

大きな３点目は、国保一部負担金について

であります。

その一つは、美幌町の国保一部負担金徴収

猶予及び減免要綱についてであります。

一昨年９月１３日付厚労省保険局長通知以

来１年半を経過していますが、美幌町国保一

部負担金減免要綱はいつ制定されますか。ま

た、その内容は具体的にどのようなものです

か、伺います。

２点目は、厚労省保険局長通知は、自治法

２４５条の４第１項に基づく技術的助言であ

り、法律ではありません。本来、美幌町の国

保被保険者が要綱が制定されない段階に、保

険局長通知を根拠に被保険者が美幌町に徴収

猶予や減免申請を行うことは、無理があるの

ではありませんか。

大きな二つ目は、要綱制定作業の遅延につ

いてであります。

要保護者にとって救済となる一部負担金徴

収猶予及び減免要求の要綱制定が１年半も遅

延するのは、美幌町政にとって私は禍根が残

るというふうに思います。町長として、感ず

るところはありませんか。

１回目、質問を終わります。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 大江議員の

質問にお答えをいたします。

初めに、生活弱者の孤立死防止策につい

て。

美幌町の電気・ガス等の供給停止世帯状況

についてでありますが、御質問のライフライ

ンが経済的な理由で停止されている世帯及び

人員を町としてどのように把握しているかで

ありますが、水道につきましては、町の水道

担当において把握をいたしております。電

気・ガス・灯油については民間事業者であ

り、事業者の個人情報保護義務などにより、

直接把握はできておりませんが、水道料、公

営住宅料金などの公共料金の訪問徴収や納付

相談、民生委員の見守り相談活動、美幌町地

域包括支援センターの高齢者実態調査、訪問

事業、介護サービス事業者及び障害福祉サー

ビス事業者との連携により、情報を得ている

状況であります。

次に、生活困窮要保護状況にあることを理

由に、電気などの供給停止を猶予された事

例、あるいは生活保護適用に至った事例は把

握されていますかでありますが、水道料につ

いては未納になっている世帯に対し、訪問や

面談による相談の上、分納誓約などにより給

水停止を猶予しておりますが、電気・ガス・

灯油については個人情報保護義務などにより

把握できない状況であります。

また、生活保護受給適用に至った事例の把

握につきましては、公営住宅担当からの情報

により適用になったケースがありますが、今

後においても役場内の民生担当と水道、公営

住宅担当などの関係部と連携を図りながら、

要援護状況にあることを理由に電気などの供

給停止などの情報収集に努め、適切な対応を

してまいります。

次に、電気等供給業者などと町の連絡・連

携体制についてでありますが、御質問の生活

弱者、要保護者の把握のために、電気・ガ

ス・水道・灯油の供給業者、関係部局、居宅

介護支援事業者などとの連絡・連携体制につ

いて具体的にお示しくださいでありますが、

国においては平成１４年４月２３日付で、資

源エネルギー庁より関係事業者に対し、福祉

部局との連携に係る協力についてとして、生

活困窮者と把握できた場合、料金未払いによ

る供給停止に関し、柔軟な対応と福祉部局と

の連携に対する協力について通知し、さらに

厚生労働省においては、平成２４年２月２４
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日付で各都道府県指定都市及び中核市に対

し、生活に困窮された方の把握のための関係

部局機関等との連携強化の徹底についてとし

て、生活困窮者に関する情報を地方自治体の

福祉担当部局が適切に収集するために、電

気・ガス事業者との連絡・連携の実態を把握

し、事業者と福祉部局の連携を強化するよう

に通知しているところであります。

このような中、北海道では市町村と電気・

ガスなどの供給事業者とが、要援護者の情報

を供給できる仕組みをつくるための連携方策

を協議するため、北海道電力株式会社、北海

道ＬＰガス協会、北海道石油業協同組合連合

会、北海道町村会などをメンバーとする要援

護者把握のための連携方策検討会議を設置

し、平成２４年３月７日、会議を予定してい

るところであります。

なお、札幌市においては、平成２４年１月

２７日に北海道電力及び北海道ガスへ、料金

を滞納している生活困窮者に行政への相談を

促し、供給停止する場合は、事前に行政と情

報交換する場を設けることを要請しており、

平成２４年２月２日は北海道ＬＰガス協会と

利用料を滞納している生活困窮者に、行政へ

の相談を促すよう協力を求めたところであり

ます。

町の対応につきましては、町税及び各種使

用料など税外収入金の収納向上を目的とした

美幌町税等収納向上対策本部において、役場

内関係部局との連携を図るとともに、居宅介

護支援事業者などの情報などをもとに、生活

弱者、要保護者の把握に努めているところで

ありますが、今後、北海道において設置した

要援護者把握のための連携方策検討会議の協

議状況などを踏まえ、庁内において電気・ガ

ス・灯油を供給している事業所との連携につ

いて、検討してまいりたいと考えておりま

す。

次に、美幌町としての要保護者対応につい

てでありますが、御質問の町内の知的障害

者、要介護認定者重度を町として実態調査し

ていますかでありますが、知的障害者につき

ましては、平成２４年２月１日から生活実態

を把握するため、療育手帳交付者１７１名の

うち町内在住者である１１０名について実態

調査をした結果、障害福祉サービスなどの利

用者が４４名、保護者と同居している方６５

人となり、残り１人について町と美幌町地域

包括支援センターとで訪問し、生活の実態を

把握したところであります。今後においても

包括支援センター、自治会、民生委員及び関

係機関等で見守りを行っていきたいと考えて

おります。

次に、電気・ガス・水道・灯油などの供給

業者及び居宅介護支援事業者など、福祉サー

ビス提供業者との連絡・連携体制の強化を図

り、生活弱者、要保護者の実態把握と適正な

保護の実施に向けたネットワークの構築であ

りますが、本町におきましては、認知症によ

る徘回のおそれのある高齢者及び障害者など

の把握や見守りを関係機関・団体及び地域が

一体となった支援をするため、今後、設立予

定の美幌町ＳＯＳネットワークにおいて、生

活弱者、要保護者の実態把握と適正な保護な

どの実施を図ってまりたいと考えておりま

す。

次に、特に厳冬期の生活弱者、要保護世帯

へのライフラインを維持することを美幌町の

原則として貫いていただきたいであります

が、本町においては、民生委員、包括支援セ

ンター、介護事業所の訪問、ボランティアに

よる見守り、配食サービスや愛のふれあい事

業による安否確認、災害時要援護者の自治会

による見守りなど、高齢者、障害者などの生

活弱者に対し、地域を挙げて見守りを行って

おります。今後はさらに役場内の民生部と水

道、税務及び公営住宅担当が連携し、生活困

窮者の把握と適正な保護の実施を図るととも

に、居宅介護支援事業所などの情報をもと

に、生活弱者、要保護者の把握に努め、北海

道において設置した要援護者把握のための連

携方策検討会議の協議状況などを踏まえ、庁

内において電気・ガス・灯油を供給している

事業所との連携について、検討してまいりた
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いと考えております。

次に、再生可能エネルギー導入について。

美幌町のＣＯ２排出量削減年次計画につい

てでありますが、美幌町新エネルギービジョ

ンで示されたＣＯ２削減計画の進捗状況とそ

の評価についてでありますが、平成１９年２

月に、今後の新エネルギー導入のガイドライ

ンとすべく、美幌町地域新エネルギービジョ

ンを策定しました。美幌町の新エネルギー導

入計画は、太陽光発電導入、木質バイオマス

利用、バイオマス燃料製造ＢＤＦ利用、ク

リーンエネルギー自動車導入の４種の新エネ

ルギーを主体に、ＣＯ２の削減を進めている

ところです。

特に、太陽光発電導入につきましては、国

や町の補助制度、パネルなど機材の初期投資

コスト減、電力会社による余剰電力買い取り

制度などが追い風となり、平成２３年度にお

ける当初の１年間の目標値２４９トンＣＯ２

に対し、現在、３３８トンＣＯ２であり、現

段階でＣＯ２の削減は当初計画を大きく上回

り、またその他３種についても現在のところ

順調に推移していることから、当初計画の最

終年度、平成２７年度における年間の目標額

１,５７４.４トンＣＯ２から２,０４８トンＣ

Ｏ２とし、ＣＯ２削減が当初計画よりふえる見

込みであります。このようなことから、現段

階においての新エネルギー導入に伴うＣＯ２

の削減の評価につきましては、高い評価を与

えたいと考えております。

目標に向けてロードマップの作成、具体的

な推進体制をどのように検討されているのか

についてですが、美幌町地域新エネルギービ

ジョンの策定にかかわっていただいた委員の

１２名の方々で、美幌町新エネルギー導入推

進委員会を、また役場関係部局職員で地域新

エネルギー導入庁内委員会を組織して、平成

２７年度までの新エネルギー導入年次計画を

作成し、年度ごとの進捗状況の確認や今後の

導入について検討をしています。

次に、行政の各種施設への再生可能エネル

ギー導入についてでありますが、太陽光発電

導入とクリーンエネルギー自動車に関しまし

ては、導入がおくれていますが、木質バイオ

マスボイラーの導入とバイオマス燃料製造Ｂ

ＤＦ利用につきましては、計画どおり進んで

います。今後の導入につきましては、財政状

況にもよりますが、公用車のクリーンエネル

ギー化と、公共施設への太陽光発電導入に努

力したいと考えています。

昨年の３.１１災害により原子力の安全性

が問題視されている現在、今後、どのように

安全なエネルギーで町民の生活の安全を守っ

ていくのかということが、行政が担う大きな

課題と考えております。まだまだ地域再生エ

ネルギーの導入は、時間やお金がかかると思

われますが、この美幌町の土や水や空気を今

以上汚さず、次世代に残していくためにも美

幌町新エネルギービジョンに基づく年次計画

の実現に向け努力し、他の地域再生エネル

ギーについても検討を進めるなど、住みやす

い町づくりを進めていきたいと考えておりま

す。

次に、国保一部負担金についてであります

が、美幌町の一部負担金徴収猶予及び減免要

綱についてでありますが、まず、美幌町国保

一部負担金減免要綱の制定については、平成

２３年９月議会で答弁させていただきました

が、早い時期の施行に向けて要綱等を制定す

るよう指示しているところであります。具体

的な対応につきましては、平成２２年９月１

３日付で改正された厚生省保険局長通知に基

づき、減免の対象範囲や減免額の基準、申請

手続や生活困難の認定基準等について、他市

町村の要綱及び北海道後期高齢者医療広域連

合一部負担金の減免等に関する取扱要綱を参

考に、美幌町の要綱を策定することを平成２

４年２月２９日開催の美幌町国民健康保険運

営協議会で協議を行ったところであり、平成

２４年４月１日施行に向け、美幌町国民健康

保険一部負担金の減免に関する取扱要綱を策

定してまいります。

次に、国保の一部負担金の減免制度は、国

民健康保険法第４４条では、特別の理由があ
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る被保険者で、通常の一部負担金を支払うこ

とが困難であると認められるものに対して、

一部負担金の減免や徴収猶予の措置をとるこ

とが認められており、美幌町においては美幌

町国民健康保険給付規則第５条の規定によ

り、取り扱いを行ってきたところでありま

す。

一部負担金の徴収猶予及び減免の取り扱い

については、昭和３４年３月３０日付の厚生

省保険局局長通知で、収入が著しく減少した

ときなどを対象とする基準が示されていまし

たが、平成２２年９月１３日付の通知によ

り、この取り扱いの一部が改正され、新たに

収入減少の認定基準を明確化し、国が示す基

準に該当する減免については、減免額の２分

の１を国の特別調整交付金で補てんすること

が示されたものであり、美幌町もこの取り扱

いに基づいて対応をしてきました。

保険局局長通知は、地方自治法に基づく技

術的助言であり、国が望ましいと考える国基

準が示されたもので、国基準に該当する世帯

については、少なくとも一部負担金減免の適

用を対象としていただきたいというものであ

ります。具体的な運用に当たっては、要綱を

定めて適用することになりますが、現在、美

幌町では独自の要綱を策定中であるため、そ

れまでの減免申請を受けたものは、この国基

準を適用対象として認定を行ってきたところ

であります。

要綱策定作業の遅延についてであります

が、国保の一部負担金の減免要綱の制定が、

厚生省保険局局長通知から１年半経過したこ

とにつきましては、要綱を策定するまでに時

間がかかってしまいましたが、新年度施行に

向けて要綱を策定しておりますので、御理解

願いたいと思います。

以上、答弁をさせていただきました。よろ

しくお願いをいたしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 最初に、生活弱者の

孤立死防止策についてから再質問させていた

だきます。

御答弁の中で、民間事業者からの情報がな

かなか得られない、その原因として個人情報

保護法がネックになっていると、こういう認

識だったというふうに思います。そこで美幌

町の個人情報保護条例を私見ているのです

が、個人情報の収集の制限、第８条がござい

ます。第９条は、その個人情報の利用及び提

供の制限と、８条と９条がかかわってくるか

というふうに思っておりますが、確かに実施

機関、これは早く言えば役場ということです

が、役場は個人情報を収集するときは、個人

情報を取り扱う事務の目的を明確にし、こう

いうのですが、関係するのは２です。役場は

個人情報を収集するときは、当該本人から収

集しなければならないと。ただし、次の各号

のいずれかに該当する場合は、本人以外の者

から個人情報を収集することができるという

ことで、この４に個人の生命、身体の安全又

は財産の保護のため緊急を要するときはでき

るというふうになっています。孤立死問題

は、まさにこのことだろうというふうに思っ

ております。

あるいは９項ですかね、なおあいまいもこ

と仮にしている場合は、役場は美幌町個人情

報保護審査会の意見を聞いて、公益上特に必

要があると認めたときは、できるというふう

にもう一つ厳密にしております。９条におい

ても全く同じです。その得られた個人情報の

利用、それから提供の制限、これも全く本人

から、個人情報を収集目的の範囲を越えて利

用し又は実施機関以外のものに提供してはな

らないと。ただし、ここの３で個人の生命、

身体の安全又は財産の保護のため緊急を要す

るときはできるというふうになっておりま

す。それから、５項に、適正な行政執行のた

め明らかに必要があるときはできると。６項

に、万全を期すために実施機関が審査会の意

見を聞いて、公益上必要があると認めたとき

はできるというふうになっておりまして、現

在の個人情報保護の枠の中でも私は窮迫して

いる生命、あるいは身体の安全の確保のため

には、役場はできるというふうに思います。
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そういう点で、やろうとすればできるのでは

ないかと思いますが、いかがでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 法律があって、その

下に条例があるということで、午前中も質問

あった中でお答えしましたけれども、あえて

条例改正しなくても今持っている条例の中

に、大江議員言われた第８条の要綱、これを

使ってできないかということだと思いますけ

れども、多分、これ相当しているのは差し

迫った目の前にある危機をどうするかという

ことが一つあると思います。それで、その前

段に収集の制限というところがありますの

で、ここで本人から情報を収集して、それで

その情報を目の前の危機を解決するために情

報提供するというのは、この条項で十分だ

と、できると思いますけれども、情報をいた

だく方の了解をなく私どもが知り得た情報を

外に出すということは、なかなか個人情報保

護上は難しいのではないかなと思いますの

で、この条例によらなくても北海道も今、お

二人亡くなった釧路ですか、釧路とあったこ

とで、民間でライフラインを供給するＬＰガ

スであるとか、そういうところと協議を進め

ていただいているということでありますの

で、これは本当に差し迫ったときでの対応の

仕方だと思いますので、そうではなくて孤独

死という全体的にどこで行われているかわか

らないというところの個人情報については、

なかなか難しいのではないかなと思いますけ

れども、いずれにしろこういった人生の最後

を看取られることなく亡くなっていく方は本

当に無念さも感じますので、そういうことの

ないような体制を何とか地域で考えていかな

ければいけないと、そんなふうに思っており

ますので、きのうの質問の中でもちょっと指

摘ありましたけれども、法と条例と実態でど

ういうふうにかみ合えるかどうか、研究が必

要だとそんなふうに思っております。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 平成１０年、２００

０年の地方分権改革の段階で法律の解釈につ

いても、自治体に相当幅を持たせたというふ

うに思っています。そして今、どうしても孤

立死を防がなければならない、そのときに、

そのときだからこそ本人の利益、あるいは生

命・身体の安全という点で、そのためにこれ

を例外規定として使いますというのは、私は

美幌町としてやっていいのではないか。仮

に、全国でまだやっていないとしてもこの条

項をもって、決して個人情報保護法に違反は

しないということでおやりになるのが大事で

ないかというふうに思うのですが、いかがで

しょう。

余り時間ないと思いますので、この部分と

実は、国自体が何通かこの間、通達を発して

います。例えば、平成１３年３月３０日、要

保護者の把握のための関係部局・機関などと

の連絡・連携体制の強化ということで、生活

困窮から料金等を滞納し、水道・電気などの

ライフラインがとめられ、死亡等に至るとい

う大変痛ましい事件が発生したので、水道・

電気などの事業者や居宅介護支援事業者等の

福祉サービス提供業者などとの連絡・連携に

ついても強化を図って、要保護者の把握、適

正な保護の実施に努められるよう管内実施機

関に対してしっかり周知してくれと、これ国

の基本的な姿勢です。

平成１４年４月２３日には、福祉部局との

連携等に係る協力についてということで、全

国の電力会社、それとガス協会、ＬＰガス協

会、ここに協力の依頼をしています。これも

餓死事件など報道されていて、生活困窮者と

把握できた場合に対して、供給停止について

柔軟に対応してくれと。状況に応じて、福祉

事務所などへ連絡を行うなどの取り組みを自

主的に行われていると思うが、さらに強化し

てほしいと、こんな中身です。

答弁にもありましたが、昨年の１０月１

日、これは暑さで亡くなられたということを

踏まえて、やはり関係各団体に対して協力要

請をすると。いずれも最後は、市町村の福祉

の部分で何とかしなければならないと、そこ

への連絡してくれということでやっているわ
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けで、この網の目がつくられないと死に至る

という形になるので、私はこういう点から見

てあえて言えば、個人情報保護が個人の生命

や身体を守れないということにしてはならな

いというように思うのです。

たまたま平成１４年４月２３日の資源エネ

ルギー庁が出しているやつには、北海道で最

も大事な灯油、灯油がなかったら本当に大変

な状況なのですが、東京都の霞ヶ関でつくっ

た文書だなと思うのですが、灯油業界につい

ては協力要請は行っていないという欠陥はあ

りますけれども、先進的にはいいのではない

かと。こういうような点で直ちに美幌町とし

て、そこまで事態が進行していないことを

祈っているのですけれども、やっぱり最悪の

ことを考えて、やれるし、やるのだという姿

勢をまずはっきりさせることではないかとい

うふうに思うのですが、町長、いかがでしょ

うか。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） いろいろと国もいわ

ゆる民間のそういったライフラインを提供す

るところに、大江議員言うように盛んに協力

依頼をするのですけれども、そこでなかなか

今までもできていないと。今回の道のやつを

見ても、やはり個人情報だからというところ

でなかなか歩み寄れないというものもあると

思いますけれども、全国でこういうことを続

けていくと、やはりどこかで強権を持ってで

も国はそれこそ個人保護法が障害になるの

だったら、そこを変えるだとかそういうこと

をして地域で孤独死だとかそういうことをな

くすべく、もうちょっと重く受けとめないと

いけないと思いますし、我々もそこにある危

険だとか、死が迫っている、そういう人の情

報は、現制度の見守りの中でしっかりとこれ

からも充実させて、何かあればおかしいとい

う情報を漏らさず我々は受けとめながら、ま

た、そういう体制をとることが重要だと思い

ますので、条例に書いてあるからないからで

はなくて、目の前にあるそういうものについ

ては行政としては対応しなければいけない

と、そんなふうに思っています。

あと、今、道がそういうことの取り組みを

していますので、我々もバックアップするこ

とをしながら、ぜひとも人の命を守るという

観点で、情報をしっかりとお互い共有しあう

ことができるようなことを、ぜひとも道あた

りも力を入れてやっていただきたいなと、

我々もそこに呼応してさまざまなことをやっ

ていきたいと、そんなふうに思っておりま

す。

先ほども言いましたように、地域で人知れ

ず亡くなるということがどれだけ悲惨なこと

であるか、本人の無念さも含めると、やはり

そういうものあると思います。そういうこと

は、この町から出してはいけないと、そんな

思いで頑張っていきたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 私どもも実は政党と

して、２月１６日にエネルギーをかかわって

所管しております北海道経済産業局に対し

て、さらに強い通達を発出してほしいと、も

ちろん個人情報というのは尊重した上で、し

かし、さらに踏み込んだものをしないと、守

れないということで発出しております。それ

ぞれの政党もそれぞれ、それぞれの議員もそ

れぞれの立場で動かれると思うのですが、仮

に私たちの町で起きれば美幌町は何をしてい

た、議員は何をしていたということで、直ち

に批判が来るという要素を持っていますし、

何よりも亡くなられた人の無念を思ったとき

には、そこはしっかり考えなければいけない

ということで、あえて言えば個人情報保護法

の不十分さが仮にあったとしたら、それは立

法府の責任ですよね。しかし、いまだにその

ことについては何らの手も打たれてないとい

うことで、では地方政府として解釈でしっか

りその時代に合わせていこうと、実態に合わ

せていこうということで、美幌町がその先鞭

を切っていいのではないかなというふうに思

います。その点で、次の部分を含めて聞かせ

ていただければと思っています。

生活保護のかかわりがあります。札幌の場
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合は、３回ほど福祉事務所を訪れたけれど

も、生活保護に至らなかったと。それは「本

人が申請しなかったから」と、こういう極め

てふざけた対応していると、私は思います。

それは保護法を見た場合に、札幌などは福祉

事務所を持っていますので、自分で判断すれ

ばいいので、私たちの町は福祉事務所を設置

しない町ですが、生活保護法の第１９条の６

項には、福祉事務所を設置しない町村の長、

町長は、その町村の区域内において特に窮迫

した事由により、放置することができない状

況にある要保護者に対して、応急的措置とし

て必要な方法を行うものとするということ

で、本人の申請の意思にかかわらず客観的な

状況あれば、保護を行わなければならないと

いうことは、法律事項で、札幌市においては

それはやられなかったということであって、

法律違反ではないかと私は思うのですが、美

幌町においても必ずしもオホーツク総合振興

局に連絡をしなくても、直ちに救うことがで

きるということを明らかにした上で、この原

則で現場対応を求めるということが必要に

なっているのだと思うのです。

それで、美幌町は民生委員の見守りだと

か、相当一生懸命やっていただいていること

については、本当に敬意を表しますが、必要

な情報が入らないと、素通りする可能性持っ

ています。よほどあそこのここのという特定

して電気料が払われていないと、あるいは水

道がとめられている、電気がついていないと

いうふうな情報がその台帳の上にないと、ど

うしても見落としするという状況があります

ので、そこは相当腹をくくってやっていただ

いて、最終的には町の責任で救済していくと

いうような点をぜひ明確にしていただきたい

というふうに思うのですが、いかがでしょう

か。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 第１点目の地方分

権、あるいは地域主権の中で、法律も独自に

解釈してというようなこともちょっとお話あ

りましたけれども、そういったことが必要な

のか、条例がもうちょっと見直すのか、ある

いは法律、条例に基づかないで現実にやって

いる、先ほど評価していただいた民生委員の

皆さんやら見守りをさまざまなことを町とし

てもやっておりますので、そういうところで

こういった孤独死をなくすような取り組みが

できないかどうかは、研究してみる余地があ

ると思います。

ただ、思いとしては、今までも見守りだと

か、多くの町民の皆さんにやっていただいて

いますので、そういったことをベースにやっ

ていけば、この町から孤独死をされる方が引

き続きいないという状況をつくり出せるので

はないかなと思いますので、ちょっとその辺

は研究してみる必要があると思います。

それから、生活保護世帯の申請、あるいは

認定をどうするかということですけれども、

１９条の６ということで町長ができるという

ような、保護できるというような、その保護

自体ちょっと私、そのことを十分な解釈でき

ていませんのでわかりませんけれども、今、

美幌町における生活保護を受給している方が

２２０名ぐらいおられると思いますけれど

も、もちろん自分で何か生活費が足りなくて

生活保護を受給したいという直接本人が言っ

てこられる部分、あるいは地域の民生委員の

皆さんが、こういう状態なので申請して受給

できるようにしてくれというようなことも

やっておりますので、一番多いのが聞くとこ

ろによると、本人申請が多いということで、

札幌でしたか例として挙げられた、断りする

ということは、申請に基づいて該当するかど

うかというところは別として、入り口段階で

切るというようなことは、恐らく今までにも

この町においてはなかったと思いますけれど

も、引き続きその辺はしっかり住民の皆さん

の訴えを受けとめて、次につないで判断をし

ていただきたいと思います。

生活保護も制度自体の基本理念、私は正し

いと思います。セーフティネットをどこかで

張らないとだめだと思っております。ただ、

運用の仕方で犯罪に及ぶようなケースもある
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ので、そこはそこでしっかりやって、やはり

セーフティネットとして生活保護受給という

のは、しっかり制度的にはやっていかなけれ

ばいけないのではないかなと思います。悪い

ところは悪いところで、しっかりと罰則規定

に基づいて打ち切るなり、返還を求めるなり

やるべきではないかなと、そんなふうに思っ

ております。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 特に、この地方は生

き死ににかかわっては夏も、もちろん暑さは

大変ですけれども、主として冬なので、冬の

一定のライフラインはとめないという原則

を、ぜひこれは確立していただきたいという

ことを申し上げて、次に進みたいと思いま

す。

二つ目は、再生可能エネルギーの導入につ

いてであります。

美幌町の炭酸ガス排出量削減の現在の到達

については、目標以上に進んでいるという状

況については聞かせていただきました。た

だ、よく町の新エネルギーの導入の目標を見

ますと、確かに太陽光、それから雪や氷・雪

氷熱、バイオマスなど御答弁でありました４

種類の新エネルギーについては、目標を超過

しているということで評価をいたします。北

海道の計画を既に上回っているということも

承知いたします。

ただ、北海道の計画を見ますと、何かよく

わからないのだけれども、その他ということ

で、京都議定書で言っている６％に向かっ

て、最終的には６.８３削減しようと、２０

１５年。美幌町の場合は、非常に何というの

ですか、あいまいな形の計画はつくっていな

いということだと思う。何かわけがわからな

いところに数値を乗せて、それでそれを目標

とするのだというふうにしていないために、

その他のところが０.１７％ということで、

計画全体で言えば道の６.８３に対して０.７

５というふうに、結局ならざるを得なかった

のだと思うのです。当時としては、立てよう

がないということだなというふうに理解をい

たします。

しかし、日本全体が１９９０年対比で２０

１２年には６％、世界じゅうで言えば２０５

０年には多分５０％削減というふうになりま

すと、とんでもない数字が目の前にあるの

で、とりあえず努力しているところは大いに

評価した上で、その全体の計画に対して果敢

に取り組んでいかなければ、今度逆に取り残

されるという危険性を感じます。

それで具体的にそういう長期展望もにらみ

ながら、美幌町がせっかく例えばチップボイ

ラーとペレットボイラーを組み合わせたら、

化石燃料を使うよりもはるかに安いぞという

ことで、美幌方式という宣伝もされている町

なので、これらで第２、第３の導入を図って

いく必要があるのではないだろうかと。全道

一は、はっきりしているので、全道一の造

材、製材、植林を含めまして頑張っている森

林組合を持っていて、林地残材も丁寧に集め

ればまだまだ集まるぞというようなことで、

北海道芦別市では収集コストをも含めて、地

域内経済が十分回るというような研究もされ

ていると。そういう点でぜひもう１段階、得

意な分野でさらに前に足を運んでいただく必

要があるのではないだろうかと。

それと、実証試験が終わった木質ペレット

については、今度、採算を追求していかなら

ないということで、目の前に迫っている話で

もありますので、これをまず手始めにして具

体化を図っていただきたいと思うのですが、

いかがでしょう。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 美幌町における新エ

ネルギーの関係で言いますと、五つの大きな

プロジェクトがあります。具体的には四つと

いうことになりますけれども、それで大江議

員のおっしゃった四つ以外のところが、非常

に弱いというようなことだろうと思いますけ

れども、あと、美幌にどんな素材があるかと

いうことだと思いますけれども、一つには、

家畜ふん尿あたりも何とかできないかという

ことで、民間の方が今盛んに取り組んでおら
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れまして、特許まで取られているということ

で、大いにこの部分では期待をしたいなと

思っているのですけれども、我々ができる部

分はペレットストーブ、あるいはチップス

トーブ、これら例えば公共施設に配置しなが

ら、何とかこの計画に沿った形で多少ばらつ

きはやっぱりあると思います。四つのプロ

ジェクトの中でもばらつきはありますけれど

も、総体の押し上げをしていかないと、なか

なか目標が達成できないということでありま

すので、引き続き低炭素の町づくりというこ

とを標榜しておりますので、推進をしていき

たいと思っております。

また、美幌方式ということでいろいろな取

り組みを評価していただいております。もう

１弾の２弾ロケットをエンジン火つけるよう

なものをということでありますけれども、一

つには、やはり３年間実証をやってきたペ

レットを、何とか事業化していただけないか

ということで期待もしておりますし、これが

できればまたペレット自体の、ペレットス

トーブ自体の普及もさらに加速されるのだろ

うなと。そのことでまた新エネルギーに転換

していけるということでありますので、基本

的にはこの計画の着実な推進、そして民間の

皆さんの力でやる部分も何とか期待をしなが

ら、どういう応援ができるかについては、今

後の課題として頑張っていきたいと思いま

す。そんな思いであります。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 美幌町が補助制度つ

くるなどもして、その結果でもありますが、

太陽光の利用などは数値も出ていますが、大

分進んでいると。ただ、よくよく見ますと、

美幌町自身の施設の屋根の上にないぞという

声も実は届いています。窮屈な予算の中でや

るということで、なかなかそう簡単でないと

いうのはわかりますが、逆にだからこそ将来

見越して、必要な投資もしますよという姿勢

を、ぜひこの点ではお示しいただく必要があ

るのではないかということを申し上げまし

て、この点については時間がありませんの

で、要望しましてこれは終わりにしたいと思

います。

国保一部負担金の問題です。

確認をいたしますが、要綱はできていない

が、一昨年９月１３日付厚労省保険局長通知

の中身で、美幌町としては現に申請があった

ものについては受理し、認定もしたというこ

とであります。

そうしますと、私の認識で言えば、昭和３

４年３月３０日の厚生省保険局長通知以来、

ただの一度も減免は、この町でなかったので

はないかと思うのです。この規定による減免

はなかったのではないかと思うので、初めて

ではないかと思うのですが、受理された中

身、悪いという意味ではない。どんな中身

だったのか、手短に御説明いただけませんで

しょうか、あるいは件数、金額でも結構で

す。わかる範囲で。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（馬場博美君） ただいまの御質

問ですけれども、現段階において、この要綱

が２２年９月１３日にできた以降の件数につ

いては、２件に申請を受けております。詳細

については、手元に資料がありませんので、

今、答弁は差し控えたいと思います。今現

在、２件の申請であります。よろしくお願い

いたします。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） あと４分切っていま

すので、一つだけ絞りたいと思います。

救済されたことは非常にありがたい、うれ

しいことだというふうに思っています。た

だ、私は担当も含めまして、美幌町の解釈の

中に２０００年の通達行政、２０００年で通

達行政が大きく変わりました。それまでは通

達を根拠にして、国がこういう基準を示した

のだからやれるということで、全国一斉にか

がみにいたしましたが、２０００年以降は技

術的助言であって、やるかやらないかは都道

府県も含めて、都道府県市町村の言ってみれ

ば自由なのですよね。

そうすると、この文書は法律ではないとい
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うことなので、もしかしたら法律と同じ効果

を持っているので、そのとおりやる限りにお

いては問題ではないのではないかという、そ

の判断が働いていなかったのだろうかと思う

のです。しかし、多分、どこに聞いてもそれ

ぞれの市町村で新しい制度なり要綱なり規則

も含めまして、つくらないと、本当はだめな

のだよということではないのかと思うのです

が、その辺が１年半にわたって本来つくられ

るべき要綱ができていない、土台の部分にそ

ういう認識があったのではないだろうかと思

うのですが、どうでしょうか。その上でやは

り地方分権になったので、国も市町村もある

意味では同格なので、つくるべきものはつく

るということで腹をくくる段階に来たのでは

ないかと思うのですが、いかがでしょう。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） ２２年９月１３日、

厚労省の保険局長の通知から始まって、大江

議員には２３年６月の定例会の一般質問でも

御指摘がありました。このときは公住の家賃

の問題と国保の医療費の減免について御質問

ありました。

そのとき私もちょっと答えさせていただい

ておりますけれども、この通知については、

自治法上の技術的助言だということで、最低

基準を設けているものだと、そして上回るこ

とが望ましいという御指摘がありました。そ

の後、２３年９月にも一般質問をいただきま

した。そのとき私お答えしたのですけれど

も、独自の上乗せを含めて、やはりスピード

感を持って町全体としての統制とれた、整合

性のとれた減免規定であったり、免除規定で

あったりということをやらさせていただきた

いということで、実は２３年６月３０日付で

各部局長あてに実は通知を出して、それぞれ

が持っている公金の徴収に当たっての減免で

あるとか免除であるとか軽減措置について提

出をもらって、ヒアリングをしてきたという

ことであります。

そんな中でやっている中で、非常に問題あ

る部分が出てきました。それで今議会に後ほ

どまた提案させていただきますけれども、条

例を改正しなければいけないものについて

は、今議会に４本の議案、一部改正を出させ

ていただいていますし、要綱、あるいは内規

で決めるもの、これらについては３月中に制

定をして、そして４月１日からの施行に向け

たいと思っております。

それで大江議員指摘ありましたように、こ

の１年半かかってきたということで、このこ

とについてのこれはトップダウンでやるべき

だと、町長の責任においてやるべきだという

ことだと思います。そういった意味で、私の

トップダウンの示し方、このまずさも多分

あったのではないかなと思っていますし、全

体取りまとめたときに、個々の要綱を先行し

てやればよかったのですけれども、まとめて

やったほうが効率的ではないということで、

多少判断誤ったところあるかと思います。

そういった意味で、この場を借りておわび

をしながら、新年度に向けてしっかり取り組

めるようにしていきたいと、そのように思っ

ております。

○議長（古舘繁夫君） 以上で、２番大江道

男さんの一般質問を終わります。

これで、一般質問を終わります。

─────────────────────

◎延会の議決

○議長（古舘繁夫君） お諮りします。

本日の会議は、これで延会いたしたいと思

いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本日は、これで延会すること

に決定いたしました。

─────────────────────

◎延会宣告

○議長（古舘繁夫君） 本日は、これで延会

いたします。

午後 ４時４７分 延会
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